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わたしたち、離婚したはずですが？
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　背の高い旦那様が、わたしと目線を合わせるように体を屈めて口を開いた。

「朝の訓練が終わり次第、神殿に行って離婚の手続きを済ませるから」

「はい、よろしくお願いします」

　わたしは小さく頷いた。

「エマ、いままでありがとう。どうか元気で」

　窓から差し込む朝日に照らされて、青みがかった銀髪がキラキラ光っている。いつもは澄みきった水面のように綺麗なアイスブルーの目が、今朝は愁いを帯びているように見えるのは気のせいだろうか。

　せめて最後ぐらいは笑顔のわたしをその瞳に映してほしい。マルベリー色の目とピンクベージュの髪のエマという不出来な妻がいたことを、頭の片隅でいいから残してほしい。

　だから精いっぱい笑ってみせた。

「こちらこそ、ありがとうございました」

　旦那様は形のいい唇を少し開いたけれど、なにも言わずに姿勢を正し、くるりと背中を向けて玄関のドアを開けた。

　騎士服をカチっと身にまとう、眩しいほど素敵な後ろ姿に向かってお辞儀をする。

　ドアが閉まる音を聞き、わたしは頭を上げた。

「みなさんもありがとう。これまで不甲斐ないわたしを支えてくれて、本当に感謝しています」

　後ろに控える執事とふたりのメイドを振り返ると、三人は複雑そうな面持ちでこちらを見ていた。

「本当にこれでよろしかったのですか」

　執事のセバスチャンの問いかけに、笑顔で頷く。

　旦那様とは本当の夫婦になれなかった。

　もう彼を解放してあげないといけない。それが、大好きな彼のためにわたしができる唯一のことだから。






　こうしてわたしは、フィローニア王国騎士団の副長を務めるアルノルト・テイラー次期公爵との、二年に及ぶ結婚生活に終止符を打った――――はずだった。
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「ただいま」

　夕方、旦那様――いや、もうその呼称を使ってはいけない。アルノルトがやって来た。

　どういうことだろう？

　わたしとアルノルトは本日をもって正式に離婚し、他人となったはずだ。

　こぢんまりとしたこの町屋敷は、もともとアルノルトの父親であるテイラー公爵が所有していたものだ。結婚を機にアルノルトがそれを譲り受け、さらに離婚に伴う財産分与でわたしの所有となった。つまり、いまはわたしだけの家だ。

　だから、ここに元夫であるアルノルトが「ただいま」と帰ってくるのはおかしい。

　戸惑いながら出迎えると、驚いたことにアルノルトはアイスブルーの目を細めて甘く微笑み、わたしをぎゅうっと抱きしめた。

「エミィ、今日もかわいいね。愛してるよ」

　――――!?

　待って、いったいなんなの！

　だってわたしたち、離婚したはずですよね？

















第一章　円満に離婚したはずですが












　玄関先で元夫に抱きしめられたまま訳がわからず固まっていると、遅れてもうひとりやって来た。

「副長ぉ！　待って……ああ、遅かったか」

　自分の額をペシッと叩いてため息をついたのは、アルノルトの部下のレイヴィス・ロイドだ。

「副長、おやめください！　奥様が怯えてますよ。ほら離れて離れて」

　レイヴィスがアルノルトを引き離してくれて、ようやく息をつく。

　呼吸が苦しくなるほどの力でアルノルトに抱きしめられていたのだ。いや、あれは「抱きしめ」られていたのではなく「絞め」られていたのかもしれない。

　もしかして……わたしを殺す気なの!?

　アルノルトは着痩せして見えるが、騎士団の副長を務める屈強な人だ。本気で殺しにかかれば、小柄なわたしなどひとひねりだろう。

「邪魔をするな。殺されたいのか」

　アルノルトがレイヴィスの手を乱暴に振り払い、胸ぐらを掴む。

　待って！　レイヴィスまで殺す気!?

　どうして突然、アルノルトは殺人鬼になってしまったんだろうか。

「お待ちくださいっ！　仲良くしましょう！　ね？」

　わたしは大げさなぐらい明るい声で、アルノルトの腕に手を添えてなだめる。

　レイヴィスを凍り付かせていたアルノルトの冷ややかな目は、わたしに向くなり甘やかになった。

「エミィ、その通りだね。夫婦は仲良くしないといけない。エミィはいい子だな。愛してるよ」

　またぎゅうっと抱きしめられてしまった。

　どういうことですか？

　アルノルトの肩越しに目で問いかけたけれど、レイヴィスは両手を上げ肩をすくめるお手上げポーズで苦笑していた。






　ひとまずアルノルトに落ち着いてもらいたい。その上で、事情を知っていそうなレイヴィスから話を聞こう。

　ふたりを応接室へと案内して、お茶を用意した。

　今朝までここにいた執事とメイドは、公爵家に戻ってもらった。財産分与でこの屋敷をもらっただけで十分だ。

　アルノルトは、使用人をそのまま置いて給金は自分が支払うと提案してくれたが、さすがにそれは厚かましいと思って固辞した。

　だから、お茶の用意もわたしがしなければならない。

　離婚したその日にいきなり客人を迎えることを想定していなかったが、ひとり暮らしに向けて練習した成果をさっそく発揮する時が来たと思えばいい。

　それによくよく考えれば、今日アルノルトが訪問してくる可能性は大いにあった。

　彼は今日、離縁状を神殿へ提出してくれたのだから。テイラー公爵家の本邸に帰る途中、滞りなく離婚手続きが終了したことを報告するために立ち寄ってくれたのだとしても、おかしくはない。

　まさか抱きしめられるとは思っていなかったけれど。

　綺麗な所作でカップを持ち上げたアルノルトは、紅茶を一口飲むとうんうんと頷いた。

「美味しい」

　練習した甲斐があったわ！　心の中でギュッと拳を握る。

　公爵家に戻ったセバスチャンに会う機会があれば、美味しいお茶の淹れ方を教えてくれたお礼を改めて言おう。

　カップを置いたアルノルトがソファに背中を預けて長い脚を組み、正面に座るレイヴィスを睨む。

「愛する妻が淹れた紅茶だ。ありがたく飲むように」

「わかってますよ。奥様、いただきます」

　もう妻でも奥様でもないのに、この茶番はなんだろう。

　紅茶を飲むレイヴィスをじっと見つめていたら、アルノルトが小さく咳払いをした。

「レイヴィス、それを飲んだら早く帰れ」

「なに言ってるんですか、副長の住まいはどちらです？」

　レイヴィスが呆れた声で言う。

　その通りだ。この屋敷は財産分与でわたしがもらい受けて……あれ？　もしかして、わたしが勘違いしているだけ？

「俺の住まいはここだ。おまえは早く帰れ」

　追い打ちをかけるようなアルノルトの冷ややかな声に、手が震える。

　やっぱり、わたしが勘違いしていたってことね。どうしよう。離婚しても住む場所があるって安心していたのに、わたしったらなんて厚かましいのかしら。

　動揺しすぎてティーポットを傾けすぎた。

　自分用のカップから紅茶があふれそうになり、慌ててポットを元に戻して置いたものだからガシャンと行儀の悪い音を響かせてしまった。

「エミィ！」

　アルノルトが叫ぶようにわたしの愛称を呼んで立ち上がる。

「申し訳ございませんっ！」

　ああ、粗相してしまった。

　怒られても当然だと頭を下げて謝罪しようとしたわたしの手を、大きな手が包み込む。

「火傷していないか？」

　アルノルトがオロオロしながらわたしの手を握っている。

「大丈夫です。少し慌ててしまいましたが、紅茶がかかったわけではありませんので」

　至近距離で視線が交わると、アルノルトがよかったと微笑んだ。

　その表情にドキンと心臓が跳ねる。

　このまま手を握られていては、ドキドキしている鼓動が伝わってしまうかもしれない。

「あの、本当に大丈夫ですから」

　手を引っ込めたいのに、アルノルトが放してくれない。

　もしかして、やっぱり怒っているのかしら……？

「ティーセットを片付けたら、荷物をまとめてすぐにここを出ます。勘違いしていたことをお許しください」

　今夜はどこに泊まろうか。世間知らずのわたしは宿の取り方すら知らない。恥を忍んでレイヴィスに頼るしかなさそうだ。

「レイヴィス様、わたしと一緒に宿へ行っていただけませんか」

「ええっ!?」

　アルノルトとレイヴィスの、裏返り気味の声が同時に驚く。

「レイヴィス！　貴様、やはり殺されたいようだな」

　怒気を含んだ低い声で言うと、アルノルトがわたしの手を放しレイヴィスに掴みかかった。

「うわぁっ、誤解ですってば！　奥様、お願いですから妙なこと言わないでください！」

　もうっ、いったいどうしちゃったの？

　どうすればいいかわからず戸惑っていると、アルノルトがレイヴィスの胸ぐらを掴んだままこちらを振り返る。

「エミィ、こんなガキより俺の方が数倍カッコいいと思わないか？」

　ええっ!?

　正直に言うと、わたしにとってアルノルトの外見のカッコよさは最高峰でぶっちぎりの一位だ。だから首を縦に振りたいところだけど、それではレイヴィスに対して失礼すぎる。

　レイヴィスの垂れ目がちなグリーンの目や、柔らかそうなブラウンの髪、騎士らしい肩幅のある体型は、十分カッコいい要素を兼ね備えている。

　口ごもっていると、レイヴィスが「頼むから頷いてくれ」と目で訴えているように見えて、こくこく頷いた。

「も、もちろん、アルノルト様が一番ですよ」

　眉を寄せていたアルノルトの顔が、途端にパアッと輝く。

「違うだろう、エミィ？　俺のことは『アル』と呼んでくれ」

　催促するように、にっこり笑って首を傾げられても困る。

　結婚していた二年間、お互いのことを「エミィ」「アル」と親しげに呼びあったことなど一度もないし、アルと呼んでくれと言われたこともない。

「あの、どうして突然そんなことをおっしゃるんですか」

　アルノルトがレイヴィスから離れ、混乱して後ずさりするわたしを追いかけるように迫ってくる。

「エミィ」

　手を取られ、指先に唇が寄せられた。

「結婚式で誓っただろう？　健やかなる時も病める時も、死ぬまでずっと互いを愛し続けると」

　ええ、たしかに誓いました。でもそれは、結婚式ではお決まりの定型文ですから。

「だから、夫としてきちんと愛情表現をしていこうと思ってね」

　上目遣いのアルノルトは、溢れる大人の色気を隠そうともしない。

　再び心臓がドキドキ早鐘を打ち始める。

　訳がわからなくて聞きたいことが山ほどあるというのに、さっきからなんなのか。ひとりドギマギさせられて、なんだか悔しい。

　だんだん腹が立ってきて、思わず低い声が出た。

「だってわたしたち、離婚したはずですよね？」

　アルノルトがぴたりと動きを止めて目をそらす。

「…………」

　聞こえないふりをするつもり？

「今日、離縁状を神殿に提出してくださったのでしょう？　わたしたちはもう、愛を誓いあった仲ではございません。出ていけとおっしゃるのならすぐに出ていきますから、くだらない茶番はおやめください」

　奥歯を食いしばり、握られたままになっている手を振り払う。

　とりあえずは着替えだけでいいから、トランクひとつに収まるはずだ。すぐに荷造りできるだろう。問題は今夜どこに泊まるかだ。夜に突然、若い女がひとりで宿を訪ねて宿泊させてもらえるだろうか。もしも無理なら修道院を頼ろう。

　そう考えながら応接室を出ようとすると、後ろから手首をグイッと引かれた。

「待ってくれエミィ、ここは俺とエミィの家だ。出ていくことなんてない」

　アルノルトが慌てた様子で瞳を揺らしている。

　ここでようやく、わたしはひとつの可能性に思い当たった。

　離縁状を神殿に提出したのに、受理されなかったのかもしれない。

　貴族の離婚はハードルが高く、本人同士の合意があれば簡単にできるというものではない。大司教様の審判を仰ぎ、それ相応のやむを得ない事情があると認められて初めて承認のサインをもらえる。

　しかし、簡単に離婚成立となる例外がある。

　夫婦間に子供がいない状況で伴侶のどちらかが死亡した場合と、結婚から二年間夫婦関係が一切ない「白い結婚」である場合だ。

　わたしたちは後者に当てはまる。だから簡単に離婚が成立すると思い込んでいた。

　なにがダメだったのだろうか。

　次期公爵が離婚となると、社会的な影響が大きいから？　それとも白い結婚が認められず、純潔を証明するために身体検査が必要だとでも言われたのだろうか。

「もしかして、まだ離婚が成立していないのでしょうか……？」

「その通りだ」

　アルノルトが大きく頷いた。

　そんな……。

「なるほど。だからわたしを殺すおつもりなんですね？」

　子のない状態で伴侶が死亡すれば、今度こそ離婚を認めてもらえると踏んだのだろう。

「ええっ!?」

　またもやアルノルトとレイヴィスの声が揃う。

「なにを言ってるんだ、エミィ、そんなはずないだろう。冗談はやめてくれ」

　アルノルトにぎゅうぎゅう羽交い絞めにされる。

　ほら、わたしのこと絞め殺そうとしているじゃないですか！

　そう言いたいのに、苦しくて声が出ない。

「はいはい、離れてください。奥様が苦しそうにされていますよ」

　レイヴィスが呆れた顔でアルノルトを引き離す。

「説明しますから、一旦座って落ち着きましょう」

　ホッと息をついて、レイヴィスの提案に大きく頷いた。






　ソファにアルノルトとわたしが並んで座り、テーブルをはさんでレイヴィスが腰かける。

　アルノルトにずっと手を握られたままなのは、逃がしはしないぞということなんだろうか。ちょっと怖い。

　レイヴィスが紅茶を一口飲んで喉を潤し、おもむろに説明を始めた。

「まず初めに断っておきますが、いまの副長は普通ではありません」

　はい、そんな神妙な顔つきで言われなくてもわかります。

「出勤してきた時から、いつもの覇気がなかったんです。どうしたのか聞くと、訓練後に神殿に離縁状を持っていくと言われました」

　しかしここで事故が起こった。

　アルノルトが木剣による打ち合い訓練中にバランスを崩して倒れ、地面に後頭部を強打したという。

「いつもの副長ならあり得ないんですけど、今日はどうも集中力が欠けていたようです」

　昏倒して医務室へ運ばれたと聞き、心配になる。

「大丈夫でしたか？　ということは、記憶があやふやになったとか？」

　隣に座るアルノルトの顔を覗き込むと、にこっと笑顔を返された。

「大丈夫、記憶はたしかだ。石頭だからね。こぶができただけで、愛するエミィのことを忘れたりなどしていないよ」

　するとレイヴィスが首をブンブン横に振る。

「大丈夫じゃないですよう！　副長の言動がおかしくなったのは、そこからなんです」

　ええっ!?

　戸惑いながら隣に座るアルノルトを見ると、レイヴィスに冷ややかな視線を向けている。

「おかしいとは心外だな。正常になったと言え」

　レイヴィスが小さくため息をつく。

「そう言っている時点で正常ではないです。『絶対に離婚などしない』って駄々っ子みたいなことを言い続けて、大変だったんですから」

「なぜです？」

　驚いてアルノルトを見る。

「離婚したくなかったからだ」

　憮然とした顔で視線をそらすアルノルトは、たしかに駄々っ子のようだ。

　だって今朝、自分で離縁状を神殿に持っていくって……。いままでありがとうって言っていたのに？

「僕が代理で提出してきましょうかって言ったら、殺すって言うんですよ？　しかも半べそかいて……」

「レイヴィス！」

　レイヴィスの言葉をアルノルトが鋭い声で遮る。

　アルノルトが半べそ？　やだ、ちょっと見てみたい！

　なんせ彼は、「氷の公爵様」と呼ばれている人だ。仕事中はまったく笑わないと聞いているし、プライベートでも笑顔を見せることは稀。感情を表に出さず、常に冷静で冷酷な騎士団の副長だ。

　しかしいまのアルノルトときたら、部下が目の前にいるにもかかわらず、感情がダダ漏れな上に言っていることがどうもおかしい。

　二年間、一度も夫婦関係すら持たなかったわたしに向かって「愛してる」とか「エミィ」と甘く囁く姿は、別の人格でも現れたのかと思うほど以前の彼とは真逆だ。

「頭を強く打ったせいでしょうか」

「おそらくそうではないかと……」

　レイヴィスが口ごもる。

　それなのにアルノルトが尚も、

「いまの俺はいたって正常だ」

　と言い張るものだから、これはいよいよおかしいと確信した。

「わかりました。それで、離縁状はいまどちらに？」

「僕が預かっています。副長が破こうとしたので死守しました」

　ありがとう、レイヴィス！

　まず神殿で離縁状の用紙をもらうだけでもひと苦労なのだ。それを破くだなんて冗談じゃない。

「レイヴィス、おまえはどうして俺たちを離婚させたがっているんだ。さてはやはり、俺のエミィを狙っているんだな？」

「ちがいますよう。以前の副長なら、神殿に提出していたはずだからです」

　その通り。

　いまのこの別人格が一過性のものだとして、一晩休めば明朝には元のアルノルトに戻るかもしれない。元に戻れば今夜のことなどなにもなかったかのように、神殿へ離縁状を提出するだろう。

「わかりました。では数日様子見ということでよろしいでしょうか。離縁状は、しばらくレイヴィス様に預けます」

　レイヴィスはホッとした様子で頷く。

「かしこまりました。よかった、奥様が話のわかる方で。さ、副長、帰りますよ」

　こちらもホッとして見送りのために立ち上がろうとしたが、アルノルトはソファに腰かけたままで手を放そうとしてくれない。

「どこに帰るんだ。俺の住まいはここだ。レイヴィスひとりで帰れ」

　アルノルトは覚えていないのだろうか。

　騎士らしい武骨な手をやんわり解きながら、わたしは告げた。

「申し訳ございません。ここにアルノルト様の生活用品は、家具も衣類もなにもありません。すべて公爵邸へ運んだことを覚えていないんですか？」

　テイラー公爵夫妻が、いまごろ息子の帰りを待っていることだろう。

「心配無用だ。エミィのベッドで一緒に寝ればいいだろう？　夜着だって不要だ。裸で寝れば……」

　この人は、なんて破廉恥なことを言うのだろうか。

「いい加減にしてください！」

　立ち上がって睨みつけると、さすがにアルノルトも失言だったと気付いたらしい。

「すまない」

　うつむいて小さく謝罪してくれた。

　渋々といった様子で立ち上がったアルノルトの背中を押しながら、レイヴィスが何度も頭を下げる。

　最後はお互い目配せで「よろしくお願いします」と頷き合って、わたしはふたりを玄関まで見送った。

　ティーセットを片付けるとどっと疲れが出てしまい、その夜はベッドに倒れ込むように眠りについたのだった。

















第二章　身分違いのはずですが












　朝日が眩しくて目を覚ました。

　昨晩、わたしはカーテンも閉め忘れて寝てしまったらしい。

　疲れてほんの少しだけベッドに横になるつもりだったのに、そのまま朝までぐっすりだった自分のだらしなさにガッカリする。

　体を起こし、首元のネックレスに触れた。

　いつも肌身離さず着けているネックレスには、雫型の水色の石があしらわれている。

　氷の公爵家が水の男爵家と婚姻関係を結ぶだなんて、前代未聞ですわね――二年前の結婚式で参列者の中から聞こえた言葉が、突然脳裏に蘇ってきた。






　実家のローレンス男爵家は、王都から南に離れた場所に広大な領地を持っている。

　貴族の階級で下っ端の部類に入る男爵家にしては身に余る広さの領地だが、もともとその大半は農地に適さない乾いた荒れ地だった。

　この土地を割り当てられたのは、ローレンス男爵家に代々伝わる「水の石」が関係している。

　昔、フィローニア王国では聖なる力が込められた「聖石せいせき」が多く発掘され、その石を上手く扱える者が貴族として認められていった。

　建国神話では、神様たちが天に帰る前に地上に残していった遺産であると語られており、いまだに聖石の持つ不思議な力の根源が何であるかは完全に解明されていない。

　聖石は誰しもが扱えるわけではなく、石が人を選ぶと言い伝えられている。

　そして石を扱える能力は、強弱の差はあれど、ほぼ親から子へと遺伝する。夫婦の石の属性が異なる場合、稀に両方の属性を受け継ぐ子供が誕生することもある。

　希少価値の高い「癒しの石」を扱える者は、聖職者として神殿に招聘される。

　火・氷・風の石は、火を起こして燃やす、氷で冷やしたり冷凍したりする、風で物を飛ばしたり加速したりと、日常生活で役に立つ。さらに、武具や装飾品にはめると属性に応じた能力を発揮する。敵を灼熱の炎で包み、凍り付かせ、風で吹き飛ばす。そのため戦闘においても重宝される。

　日常生活や戦闘で大いに役立っている三属性に対して、水の石は用途が少ない。水を自在に操ったり、水を大量に発生させたりする能力が備わっているのではなく、水脈を探し当てることのできる石だ。

　地方の領地開拓が盛んに行われていた時代には、水脈探しのできる水の石も役立っていたようだ。しかし、水脈は一度掘り当てると、そう簡単に枯渇しない。人口が多く大量の生活用水が必要な王都には川が流れており、水が豊富であるため水脈探しは不要。つまり、現在では水の石は利用価値が低い。

　皮肉なことに、水の石の能力が高いがゆえに農地に適さない荒れ地の開拓を任されたのが、我がローレンス家のご先祖様だ。

　ご先祖様たちは、水の石で地下深くを流れる水脈を探り当て、長い年月をかけて乾いた土地を農地にすることに成功した。しかし痩せた土壌であることには変わりなく、農産物の収穫量は他の領地と比較すると、とても少ない。当然国へ納める穀物の量も少ないため、爵位は男爵位どまりというわけだ。

　森林や家屋を焼く大規模火災の時に大量に放水できるような能力でも備わっていれば、要職に登用されていたかもしれない。しかし実際は、水の石を握って念をこめても、せいぜいコップ一杯の水を発生させられるかどうかだ。

　どうして神様はこの石に、水を自在に操れる能力を備えてくださらなかったのか。

　水脈を探せるおかげで荒れ地を農地に変えることができたのはたしかだが、神話の神様たちに恨み言のひとつでも言いたくなってしまう。






　アルノルトとの出会いは二年前、王都で開催された闘技大会でのことだった。

　あの年は記録的な日照りが続き、国土全体が干ばつに見舞われた。水の豊かな王都でさえも節水が呼びかけられるほどひどい状況だった。川のない地方は干ばつの影響がさらに深刻で、複数の領地で井戸水が枯れてしまった。農業用水が不足したことで農産物の収穫が激減。食糧不足への不安で嫌な空気の漂う王国に活力を、という国王陛下の発案で、国を挙げて闘技大会が催されたのだ。

　この大会に兄のエドワードが出場した。

　エドワードは騎士ではない。貴族男子のたしなみとして剣術は身に付けているが、普段は王都から馬車で丸一日かかる領地で父の領地経営を手伝っている。

　そんなエドワードが怪我を負う恐れもある闘技大会に参加した目的は、ずばり賞金だ。

　上位三名には勲章のほかに副賞として金一封が贈呈される。運よく賞金を手にできたら、そのお金で領地に井戸を建設する算段だった。

　水の石の能力で水脈の場所がわかっても、井戸を造る土木工事が必要だ。その工事を請け負うギルドに依頼するための費用がかかる。

　ただでさえ乾燥しやすい元荒れ地のローレンス領は、干ばつで地中までカラカラに乾ききっている。新たな井戸をいくつか掘ったがまだ足りない。水脈の場所はわかっているものの、工事費用がついに底をついてしまった。

　決して我々領主一家が贅沢をして散財しているわけではなく、質素倹約を心がけている。

　これ以上どうすればいいのかと頭を抱えているところへ闘技大会開催のお触れが届き、エドワードが賞金目当てで出場したというわけだ。

　わたしは闘技場の四方を囲む観客席の最前列で、エドワードの試合を観戦した。

　エドワードの対戦相手は、アルノルト・テイラー。

　王都の社交パーティーに参加した経験がないわたしでも、家名だけは知っていた。

　氷の石の力を最大限に使える家門、テイラー公爵家の縁者だろう。

　闘技大会のルールでは、どちらかが降参するか武器が手から離れたところで勝負が決まる。

　エドワードは善戦したほうだと思う。明らかな実力差があり装備がどんどん凍っていく中で、それでも尚、懸命に剣を振るい続けた。

「アルノルト様、もうひと押しですわ！」

「アルノルト様、頑張ってくださいまし！」

　観客席からはアルノルトを応援する女性たちの甲高い声援が響く。どうやらアルノルトは女性に人気らしい。

　エドワードが防戦一方になると、もう見ていられなくなった。

「エドお兄様、もうやめて。死んじゃうわ！」

　思わずうつむいて両手で顔を覆ったその時だった。

「危ないっ！」

　鋭い声が聞こえた直後にドスッという鈍い音が耳元で響き、わたしの座っている長イスが揺れた。

　驚いて顔を上げると、なんとわたしの顔のすぐ左横、木製の背もたれに剣が垂直に突き刺さっているではないか。

　ひ～～っ!!

　しかもこれはエドワードの剣だ。兄の命を心配している場合ではなかった、あと少しずれていたら大怪我どころか死んでいたかもしれない。

「勝者、アルノルト・テイラー！」

　審判の声が高らかに響き、観客席からアルノルトを称賛する歓声と拍手が沸き起こる。

　しかしわたしには、エドワードの敗北を悔しがっている余裕がない。突き刺さった剣から離れようと体を横にずらすと、剣に巻き込まれて髪が切れていることに気付いた。

「大丈夫か!?」

　わたしのもとへ一番に駆けつけたのは、エドワードではなくアルノルトだった。

「すまなかった、怪我はないか」

　アルノルトが冑かぶとを脱ぎ、刺さっている剣を引き抜いた。

　剣に巻き込まれたわたしの切れた髪が、ひと房はらりと落ちる。

　跪いてその髪を手に取ったアルノルトは、眉根を寄せて沈痛な面持ちで顔を上げた。

　この時わたしはなんとも不謹慎なことに、アルノルトの恐ろしく整った顔立ちに目を奪われていた。

　青みがかった銀髪は汗に濡れて光り、アイスブルーの目はじっとこちらを見つめている。

「だ、大丈夫ですっ！」

　上ずった声でどうにか答える。

　女性たちがアルノルトに黄色い声援を送っていた理由がわかった。心臓がドキドキしすぎて苦しい。

　そこへようやくエドワードがやって来た。

「エマ！　悪い悪い、手がかじかんで握力なくなっちゃってさあ」

　アルノルトと比較して、エドワードは軽すぎる。

「エドお兄様の剣で危うく死ぬところだったのよ!?」

「だからもっと後ろのほうで見てろって言っただろう？」

　前の席は危険だから後方へと言われていたのに、わたしはその警告を無視して最前列で観戦していた。自己責任と言われればその通りだけど、なんだか釈然としない。

「だって、大きな声援を送りたかったんだもの」

　唇を尖らせるわたしを、立ち上がったアルノルトが見下ろしている。

「あ、こいつ妹なんです。いやあ、それにしても強かったなあ。次も頑張ってください」

　アルノルトから剣を受け取ったエドワードが、へらへら笑う。

　なんて口の利き方をするのかしら。田舎者丸出しじゃないの！

「エドお兄様、帰りましょ。負けたんでしょう？　いますぐ出たら、今日中に帰邸できるかもしれないわ」

　恥ずかしくなったわたしは、その場を立ち去ることにした。

「アルノルト様、ごきげんよう」

　なにか言いたそうにしているアルノルトにお辞儀をして、エドワードの背中を押した。

「エマ？　せっかく王都に来たんだから美味しいもの食ってから……」

「ダメよ！　一回戦負けしたくせになに言ってるのよ。お金がもったいないから早く帰りましょ！」

　大勢の観客から笑いが漏れる。

　ああ、恥ずかしい。

　こうしてエドワードの闘技大会挑戦は終わった。






　その後、早馬の知らせで、闘技大会はアルノルトが優勝したことを知った。彼がテイラー公爵家の後継者であり、二十八歳の若さで騎士団の副長に任命されたばかりであることも。

「さすが氷の公爵様だなあ。優勝者に負けたんなら、一回戦負けでも格好がつくかな」

　知らせを聞いたエドワードが、なぜか誇らしげに笑う。

「アルノルト様は、氷と火の二属性持ちだからな。そんなすごいお方と手合わせできたことだけで僥倖だ」

「そうですね、父上！」

　兄の能天気さは父譲りだ。

　父と兄の快活な笑い声を聞きながら、わたしは驚いていた。

　二属性持ち。稀に二種類の石を扱える者が生まれると聞いたことならあるが、アルノルトがそれだったとは。

　わたしをじっと見つめる綺麗なアイスブルーの目が、まだはっきりと脳裏に焼き付いている。

　おそらくもう二度と、彼と言葉を交わすことはないだろう。ハプニングはあったものの、わたしにとってもいい思い出になった――そう思っていた。






　闘技大会の三日後、わたしは領地にある畑で水脈探しの鍛錬をしていた。

　ネックレスの水の石を握りながら瞼を閉じる。感覚を研ぎ澄ませ、地下深くから聞こえる水流の音に耳を傾けた。

　フィローニア国内の水脈は、すでにすべて解明されている。ご先祖様たちが頑張った証だ。

　水の石を受け継いだローレンス家の子供たちは、水脈が記された地図を頼りに訓練を重ねて水脈探しの感覚を掴んでいく。

「前より、水の流れる音が弱い気がする……」

　干ばつの影響だろうか、地下水の量が明らかに減っている。

　しゃがんで畑の土をすくいあげると、水分をまったく含んでいないパサついた土が崩れて指の間からサラサラ落ちていった。

　雨が降る気配もないし、このままでは野菜が育てられない。

　暗い気持ちで手のひらから零れ落ちる土を見ていた時、この深刻な状況にそぐわない明るい声が響いた。

「おーい、エマー！」

　エドワードがぶんぶん手を振りながら、誰かを連れてやって来る。

　立ち上がり、その人物が誰か気付いてぎょっとした。騎士服に身を包んだアルノルトだったからだ。

　アルノルトも、わたしの姿を見て言葉を失っている様子だった。

　三日前の闘技大会では一応オシャレをしてドレスを着ていたけれど、今日は畑を歩き回るため質素なワンピースに泥んこのブーツだ。ほっかむりをしていなかったのが、せめてもの救いだろうか。

　互いに無言で見つめ合うわたしたちの間にエドワードが立ち、にこやかに背中を叩いてきた。

「エマ、覚えてるか？　こないだの大会で俺が負けたテイラー次期公爵様だ」

　ええ、もちろん覚えていますとも。こんな美しい人を忘れるはずないじゃない。

　そこでハッと気付く。

　挨拶もせずに棒立ちになっているだなんて、とんでもなく失礼なことをしてしまった！

「テイラー次期公爵様、ローレンス領へようこそおいでくださいました」

「アルノルトと呼んでくれ」

　アルノルトは、わたしの手を取り唇を寄せた。

　土を触ったばかりの指先に口づけされて、泣きそうになる。

　ごめんなさい！　汚くてごめんなさい！

　しかしアルノルトは一向に気にする気配がない。金持ちの余裕なのかポーカーフェイスなのかは知らないが、こちらにとってはひたすら心臓に悪い。

「先日は危険な目に遭わせて申し訳なかった。改めて謝罪に来たんだが……取り込み中だったようだね」

「ありがとうございます。あの件はアルノルト様のせいではなくただの事故です。怪我もしませんでしたし、ご足労いただくようなことは、なにもございません」

　騎士団の副長ともなれば、さぞや忙しいだろう。それなのにこんな田舎までわざわざ足を運んでくれたことに申し訳なさが募る。

　おまけにいまのわたしときたら、土埃まみれだ。

　恥ずかしくなってうつむくと、左側の髪がひと房垂れてきた。

　闘技大会で切れたため、後ろでひとつ結びにすると長さが足りずにこうなってしまう。

　後れ毛と言うには少々量の多いこの髪を、アルノルトが指ですくって耳にかけてくれた。突然のことに心臓がドキンと跳ねる。

「危険な目に遭わせたばかりか、綺麗な髪をこのようにしてしまった謝罪がしたい。どのように償えばいいか、あれからずっと考えていた」

　顔を上げると思いのほかすぐ近くにアルノルトの顔があって、驚いて飛び退いた。

　なんて心臓に悪い顔をしているんだろうか。

　もちろん、いい意味でだ。

「大丈夫です！　アシンメトリーなヘアスタイルも前衛的でいいかなって！　若いので髪ぐらいすぐに伸びますし……あ！　アルノルト様が若くないって意味ではなくっ！」

　ドキドキしすぎて意味不明なことを口走ってから、しまった！　と気付いて慌てて口をつぐむ。

　するとアルノルトは、プッと笑って肩を揺らした。

「かわいいね」

　アルノルトの笑顔の破壊力にノックアウト寸前になって、両手で顔を覆う。

　頭からプシュー！　っと蒸気が噴き出るんじゃないかと思うほどに、顔も体も熱い。

　この日、アルノルトが帰ってからもずっと、わたしの心臓はドキドキし続けていた。






　さらに一週間後、なんとアルノルトは屈強な騎士たちを引き連れて、再びローレンス領にやって来た。

　この時わたしは、どの水脈を掘るのがベストか、愛用のツルハシを片手に領民と話し合っているところだった。

「おーい、エマー！」

　陽気な声をあげるエドワードの後ろに立つ総勢二十名の騎士たちと数台の大きな荷馬車を見て、戦でも始まるのかと驚いて立ちすくむ。

「エマ嬢、久しぶりだね」

　いいえ、まだ一週間しか経っていませんが？

　アルノルトがわたしの手を取り、唇を寄せる。

　ああ、せめて前もって来訪を教えてくだされば、着替えて手を洗って待っていたのに！　おまけに片手にツルハシを握っているだなんて！

　アルノルトが、ツルハシとわたしの顔を交互に見ている。

「それは？」

「水の石の加護を受けたツルハシです。これで最初の一振りを行うと、地下水が上がってきやすくなるんです」

　元が乾いた荒れ地なだけあって、この領地の水脈は地下深い位置にしか存在しない。それを地道に手作業で掘るとなると、何カ月もかかってしまう。

　しかし、水の能力を受け継ぐローレンス家の人間が、水の石をはめこんだツルハシを振り下ろすと、自然と水が上がってくるようになるのだ。もちろんその真下に水脈があればの話で、ここには間違いなく水脈がある。

「では、ここに井戸を？」

「その予定なんですが……」

　アルノルトがなぜ井戸に興味を持っているのか疑問に思いながら、説明を続ける。

「ゆっくり井戸を造っていられないほど早急に水が必要な状況なので、井戸は後回しで水が上がってくるようにしてしまおうかと」

　井戸をすぐに造れない一番の理由はお金がないせいだが、一応わたしにだって貴族の端くれとしての矜持があるため、明言を避けた。

「井戸造りの手順は通常通り、まず肩の高さぐらいまで地面を掘ればいいのか？」

「まあ、よくご存知ですね！」

　アルノルトに井戸造りの知識があることが嬉しくて、思わず前のめりになる。

「この土地では、本来なら二階建ての家以上の深さまで掘らないと水が上がってこないのですが、このツルハシで最初の一振りをすれば、掘るのは腰の高さまでで十分なんです！」

　水の石のすごさをアピールしたくて、得意げにツルハシを掲げる。

　アルノルトが頷きながら深く微笑むと、騎士たちから大きなどよめきがあがった。

　しまった！　絶大な力を持つ氷の公爵様相手にツルハシを自慢するだなんて、調子に乗りすぎたわ。

「笑ってる！」

「いま副長、笑ったよな!?」

　ザワついている彼らに向き直ったアルノルトの背中からは、なにやら冷気が漂っている。

「元気が有り余っているようだな。さっそく作業に取り掛かるぞ」

　低い声を聞いて、騎士たちがシャキッと姿勢を正す。

「はい！」

　アルノルトを怒らせてしまったようだと震えあがるわたしをよそに、騎士たちが一斉に馬車から荷物を下ろし始める。

　石材や木杭――え？　いったいなにを？

　そこへ、人懐っこい笑みを浮かべた垂れ目の若い騎士が駆け寄ってきた。

「うわあ、噂のエマ様ですね。かわいいなあ。僕レイヴィス・ロイドです。どうぞお見知りおきを！」

　レイヴィスはこの時、騎士団に入ったばかりの新人だった。

「任せてください。僕たち副長の命令で、しっかり井戸造りの勉強をしてきましたから！」

　アルノルトの命令？　井戸造りを勉強!?

　よくわからないまま差し出された手を握ろうとしたら、アルノルトが後ろからレイヴィスを羽交い絞めにして連れ去っていった。

　エドワードによれば、アルノルトはわたしを危険な目に遭わせた謝罪として、井戸を造ってくれるというのだ。

　しかも騎士を連れてきただけでなく、資材や滞在中の自分たちの食料まで持参しているという。

　とてもありがたいけれど、騎士にこんなことをやらせていいのだろうか。

　あわあわしているわたしを、アルノルトが振り返る。

「エマ嬢、位置はここでいいだろうか」

「は、はい！」

「では、初めの一振りをしてもらおう」

　横に立つエドワードを見上げる。ここは、我が家の次期当主であるエドワードに花を持たせるのが筋だろう。

　しかし、エドワードはにっこり笑ってわたしの背中を押した。

「エマ、アルノルト様からのご指名だよ。行っておいで」

　皆が注目している。

　これまで何度もやってきたことなのに急に緊張してきて、ツルハシの柄をぎゅっと握りしめながらぎこちなく進み出た。

　ツルハシを両手で振り上げ、尖った刃を地面に突き刺す。

　ただちに水が上がってくるわけではないから、表面的にはなんの変化もないのだけれど、アルノルトをはじめ騎士たちが盛大な拍手をしてくれた。

　嬉しさと恥ずかしさで顔がかあっと熱くなるのを感じながら、ツルハシを抜いた。

「エマ嬢、ありがとう。後は我々に任せてくれ」

「お願いいたします」

　アルノルトの指揮と騎士たちの統率のとれた作業により、驚いたことにたったの一週間で立派な井戸が完成した。

　同じ作業を土木工事を請け負うギルドに依頼すれば、日数がもっとかかる上に金額もかなりかさむ。

　アルノルトは、謝罪と訓練を兼ねているから気にしなくていいと言ってくれたが、気にしないほうがどうかしている。

　騎士の仕事は、国防・要人警護・治安維持であり、領地開拓ではない。下っ端の貴族が王国の騎士たちを一週間も拘束しておいて、ただ感謝を伝えるだけでは済まされないだろう。

　だから別れの朝、ローレンス邸に宿泊してもらっていたアルノルトに告げたのだ。

「お返しに、わたしにできることはございませんか？」と。

　するとアルノルトは、じーっとこちらを見つめてからおもむろに口を開いた。

「結婚してくれないか」

「…………」

　この人、こんな冗談が言えるんだ。

　思わずポカンとしていると、横にいたエドワードが大声ではしゃぎはじめた。

「すごいじゃないか、エマ！　氷の公爵様にプロポーズされたぞ！　返事はもちろんオーケーだよな？」

　え？　これ茶番に乗っからないといけないやつ？

　戸惑いながら曖昧に頷いた。

　ほんのり耳を赤く染めたアルノルトが、わたしの手を取る。

「ありがとう。末永くよろしく頼む」

「ええっと……こちらこそ？」

　綺麗な形の唇が弧を描き、指先に触れた。

　わたしは、事の重大さがまったくわかっていなかった。

　今日は泥んこじゃなくてよかった……そんなことを考えている場合ではなかったのだ。

　冗談だと思っていたアルノルトのプロポーズが本気だったのか、それともわたしの家族が色めき立って大騒ぎしてしまったがために引っ込みがつかなくなったのかは、よくわからない。

　あれよあれよという間に両家で話が進んでいき、翌月には結婚式を挙げるスピード結婚だった。

　こうしてわたしは十八歳で、十歳年上のアルノルトの妻になった。






　あの頃のわたしは、まだ子供だったのだと思う。

　よくわからないままアルノルトと結婚することになってしまったが、それでも嬉しかった。

　闘技大会で初めて会った時から、彼に惹かれていたのだから。

　騎士団で要職を務める容姿端麗な次期公爵様。部下にはとても厳しいけれど、時折見せる微笑みはたまらなく甘い――若い女性なら一度はそんな相手との結婚を夢見るのではないだろうか。アルノルトはまさに誰しもが憧れる男性だ。だからわたしも、戸惑いながらも夢の中で浮かれているような気分だった。

　しかし、そんな浮かれた気持ちはすぐに打ち砕かれた。

「氷の公爵家が水の男爵家と婚姻関係を結ぶだなんて、前代未聞ですわね」

「氷と火に水を混ぜるだなんて、どうなさるおつもりかしら」

　結婚式で、参列者の中から聞こえた言葉に冷や水を浴びせられた気分になった。聞こえよがしに不釣り合いだと言われたのだ。

　しかもそれは、ただのやっかみだと一笑に付すわけにはいかないほど、もっともだった。

　勘違いして舞い上がっていた気持ちが、急速にしぼんでいく。

　公爵家と男爵家の家格の差に加え、氷の石と水の石の能力の差を考えれば、不釣り合いであることは明白だ。

　しかもアルノルトは、氷だけでなく火の石まで使える。

　彼の母親は、火の公爵家の出身だ。おそらく義理の両親の婚姻には、類稀なる逸材を生み出したいという狙いもあったのだろう。

　だからこそアルノルトは、高い能力を評価されて二十八歳の若さで騎士団の副長に抜擢されたのだ。

　昔とは違い、聖石を操る能力だけで爵位や職場での階級が決まるわけではない。しかし重要な要素のひとつであることに変わりはない。もしもアルノルトとわたしの間に生まれた子供が水の石しか使えなかったら、テイラー公爵家にとっては大問題だ。

　かたやローレンス男爵家では、父と兄が持ち前の能天気さで、わたしの結婚に浮かれていた。

　結婚前に、少し心配そうな面持ちの母に告げられた言葉が蘇る。

「エマ、水の石に誇りを持ちなさい」

　格差を感じても水の石を卑下してはいけない。母の言いたかったことを、わたしはいまになってようやく理解した。

　アルノルトは、わたしのことをどう思っているんだろう？

　花嫁衣装に身を包み、アルノルトと並んで祭壇へ歩みを進める途中で、いたたまれなくなって立ち止まってしまった。

「エマ、気にすることはない」

　どうやら参列者の言葉が、アルノルトにも聞こえていたらしい。

　気にするなと言われても無理な話だが、ここで彼に恥をかかせるわけにはいかない。

　顔を上げ、精いっぱい笑って幸せそうな花嫁を演じた。

　彼の愛を信じて疑わない馬鹿な女だとせいぜい噂すればいい。

　祭壇で神様に永遠の愛を宣誓し、ファーストキスをアルノルトに捧げた。かすかに触れるだけの優しい口づけだった。






　義理の両親であるテイラー公爵夫婦は、わたしをとても大事にしてくれている。しかし、高位貴族ほど感情を隠すのが上手だから、ふたりの笑顔が本心かと聞かれると正直わからない。

　わたしたちは、王都にある公爵家の大きな屋敷とは別の、こぢんまりとした町屋敷で新婚生活をスタートさせた。

　義父母は同居しない理由を、

「早く孫の顔が見たいから、新婚夫婦で気兼ねなく過ごせるように」

　と語ってくれた。

　しかし本当は、こんな不出来な嫁と一緒に暮らしたくなかったのかもしれない。

　そう考えると、すべてが嘘で塗り固められているような気がして怖くなった。

　夢など見ずに、もっと早くきっぱり断らなければいけなかったのだ。それなのに、アルノルトの冗談に家族全員で浮かれて乗っかってしまった。アルノルトをはじめテイラー公爵家に多大な迷惑をかけることになるとも思わず。

　自分の身勝手な恋心を優先するあまり、アルノルトの気持ちをちっとも考えていなかった。

　結婚式の夜、アルノルトは寝室に来てくれた。それなのに、わたしが緊張と惨めな気持ちに押しつぶされて泣いてしまったため、初夜もうまくいかなかった。

　アルノルトはベッドに腰かけて泣き続けるわたしを抱き寄せ、ずっと無言で背中を優しく撫でてくれた。いつ眠ったのかは、覚えていない。

　翌朝メイドに起こされた時には、ひとりでベッドに寝ていた。

「旦那様は？」

「……お仕事に行かれました」

　アルノルトの所在を尋ねると、メイドは困ったように眉尻を下げて言いにくそうに答えた。

　それ以来、アルノルトがわたしの寝室に来ることも、わたしを自分の寝室に呼ぶこともなかった。

　甘く微笑みかけてくれることも減り、会話も必要最低限。アルノルトと一緒に行動するのは、夫婦同伴で参加しなければならない国家行事のみ。

　わたしが積極的に行動を起こすことを、彼は望んではいない気もしていた。

　そして、仕事の忙しいアルノルトに歩み寄るきっかけすら掴めないまま、後悔と反省の日々を送ったのだった。






　そんなわたしに転機が訪れたのは、結婚から半年が過ぎた頃のこと。仕事の話が舞い込んできたのだ。

「カーネル子爵が、領地の水脈探しを手伝ってもらいたいと依頼してきたんだが」

　珍しくアルノルトの書斎に呼ばれたと思ったら、そう告げられた。

　カーネル領はたしか王都の北方にあり、小麦栽培が盛んな土地だ。

「まだ干ばつの影響が残っているのですか？」

　王国全土に及んだ干ばつ被害は峠を越えたものの、もともと土壌が痩せている領地では農地が元通りになるまで当分かかりそうだと聞いている。

　アルノルトが頷く。

「それに加えて、また同じような干ばつが来た時のために、予備の井戸を造っておきたいようだ」

　なるほど、次に備えておくのは大事だろうと納得する。

「それで、どうしてわたしに？」

　フィローニア王国の長い歴史の中で役立たずと言われ続けてきた水の石を扱えるのは、現在ローレンス男爵家の血縁しかいない。

　大昔はいくつかの家門が水の称号を持っていた。しかし、もっと役に立つ属性の家門と婚姻関係を結ぶことによって、その力を発揮する機会のないまま、かつて祖先が水の家門であったことなど忘れられてしまったのだ。

　最後に残ったローレンス男爵家は、水の石を扱える者を絶やしてはならないという使命感から、水の能力を守り続けている。

　つまり、現在我が国で水脈探しを依頼するとなると、まずローレンス男爵家に話が行くはずなのだが。

「ローレンス男爵が、エマに任せると返答したらしい」

　ええっ!?

　父とエドワードは、ローレンス領の維持で手いっぱいなのかもしれない。王都を挟んで正反対の位置にあるローレンス領とカーネル領だから、王都に住むわたしが行く方が早いというのも理由のひとつだろうか。

　なんにせよ、これまで忘れ去られ蔑ろにされてきた水の石が、脚光を浴びるチャンスだ。

「もしエマの気が進まないなら、断ってかまわない」

「いいえ。わたしでよければ、やらせてください」

　水の石が必要とされている。こんなに喜ばしいことはないと胸を弾ませながら快諾した。






　移動時間と作業内容を考えると、カーネル子爵の領地は日帰りでは行けない。

　今回の依頼は、水脈地図をもとに井戸建設に適した位置を決め、実際にその場所へ赴いて水脈を確認した後にツルハシを振るうというのが手順だ。

　到着後すぐに作業を始めるとして、距離が近く何もトラブルがなければ当日中には終わるだろう。しかし、地図が古くて水脈の位置が変わっていたり、地質がやわらかくて井戸を造りにくかったりすると、別の候補地を探さなければならない。

　つまり、最短でも帰邸は翌日、最長だと三日ほどカーネル領に滞在する可能性がある。

　出立前夜、家を数日空けることになるかもしれないとアルノルトに伝えたかったのに、彼はその夜帰ってこなかった。

「旦那様に、留守にしますと伝えてくださいね」

「かしこまりました」

　早朝にもかかわらずバトラースーツをパリッと着こなし、いつもと変わらない笑顔を見せてくれる執事のセバスチャンに言付けて、馬車に乗った。

　ところが出発の直前、アルノルトが朝帰りしてきた。

　慌てて降りようとしたが、それを手で制しながらアルノルトが馬車に乗り込んでくる。

「あの……旦那様？」

　アルノルトは御者に出発するように言うと、驚いたことにわたしの隣に座った。

　ホッと息をついたアルノルトが、こてんとわたしの膝に頭を乗せる。

「悪い、寝てないんだ。少し休む」

　そう言うや否や瞼を閉じた。すうっと聞こえる息遣いはすでに寝息だ。

　夫が寝不足で朝帰り――世間知らずなわたしでも、それがなにを意味するかぐらいはわかる。

　昨晩は誰と過ごしていたのか。いつ起こせばいいのか。どこまでついてくる気なのか。問い詰めたいことは山ほどあるのに、アルノルトは熟睡している。

　呼吸は規則的で、時折ガタンと大きく馬車が揺れても目を覚ます気配がない。

　伏せた長い銀色のまつ毛が、朝日に照らされてキラキラ光っている。なんて綺麗なんだろうか。

　こうも無防備で気持ちよさそうな寝顔を見せられると、責める気持ちも失せてしまう。

　無理に起こすのは諦めよう。そう思っているうちにわたしもウトウトしてきて、いつの間にか眠ってしまった。

　気付いた時には、窓の外の風景が小麦畑に変わっていてぎょっとした。

「旦那様。カーネル領に到着してしまいました！」

　慌てて揺り起こすと、瞼を開けたアルノルトと至近距離で目が合って、心臓がドキンと跳ねる。

「すまない。重かっただろう？」

　アルノルトが上半身を起こした。

「いいえ、ちっとも」

　わたしも途中から熟睡していましたから。

　大丈夫だと告げても、アルノルトはまだ申し訳なさそうな顔をしている。

　ここでハッとした。重かった云々など言っている場合ではないのだ。

「旦那様、そんなことよりも大変です。カーネル領に着いてしまいました！」

　しかし、アルノルトの反応は薄い。

「そうか」

　とだけ言って馬車を降り、わたしをエスコートして降ろしてくれた。

　驚いたことに、なぜかそこにレイヴィスまでいる。

「お疲れ様です！」

　レイヴィスの横に立つ品のいい初老の男性が、こちらへ近づいてきた。

「アルノルト様、エマ様、カーネル領へようこそいらっしゃいました」

　どうやらこの人が、カーネル子爵のようだ。

　驚いているそぶりがないのは、アルノルトの同行を想定していたということだろうか。

　アルノルトとカーネル子爵が握手を交わしている様子を戸惑いながら眺める。

「エマ様、要請に応えていただきありがとうございます。期待しております！」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　差し出された手を握る。

　カーネル子爵が両手でわたしの手を包み込み、力強い握手をしてくれた。

　期待を寄せる言葉と親しみのこもる握手に感激していると、どういう訳かアルノルトがわたしたちの間に割って入ってきた。

「さっそく段取りを説明したいんだが」

　カーネル子爵とアルノルトが作業の打ち合わせをしている隙にその場を離れ、レイヴィスのもとへ行く。

「あの、どうして旦那様とレイヴィス様がこちらに？」

「副長が、奥様を駆り出すのなら自分も行く、そうでなければ受けないって突っぱねたんですよう。どう思います？」

　レイヴィスは、やれやれといった表情だ。

　顔見知りが誰もいない環境で水脈探しをすることに少々不安があったから、こうしてアルノルトとレイヴィスがいてくれるのは、とても心強いのだが……。

「わたし、そんなに頼りないでしょうか？」

　アルノルトは、わたしひとりではなにか粗相をしでかすだろうと思ったのだろう。

　またもや騎士の本業に関係ない業務に巻き込んでしまった。

「なに言ってるんですか。ちがいますよう」

　レイヴィスが慌てて首を横に振る。

「そうじゃなくて……」

「おしゃべりしている暇などないぞ」

　説明してくれようとしたレイヴィスが、アルノルトに羽交い絞めにされて引き摺られていった。

　カーネル子爵の期待に応えられるように頑張ろうと気合を入れて、馬車に積んだ荷物の中から愛用のツルハシを取り出す。

　嫁入り道具として持ってきて正解だったわ！

　ツルハシの柄に埋め込まれている水の石を指でなぞる。

　緊張はしているけれど、大丈夫。わたしならやれると自分を鼓舞して、さっそく水脈探しを始めた。

　カーネル子爵から受け取った水脈地図には、現在使用している井戸も記されている。井戸の位置が偏らないよう考えて、候補地の目星をつけた。

　レイヴィスが馬を借りてきてくれたが、知らない土地で慣れていない馬に乗るのは不安しかない。

「あの、わたし馬はちょっと……」

「大丈夫だ。一緒に乗るから」

　え？　と思っているうちに、アルノルトに抱えられ馬の鞍に座らされた。

　わたしの後ろに乗ったアルノルトが手綱を持つ。

　カーネル子爵とレイヴィスに見送られながら出発した。

「水脈が地図通りにあるか確認したいので、少し手前で下ろしてもらえますか」

「わかった」

　アルノルトが疲れないよう早めに終わらせたいところだが、作業は丁寧に行いたい。

　馬を下りると、水脈地図を見ながらところどころで水の石を握りしめて神経を研ぎ澄ます。水脈が地図通りに流れていることを確認しながら進んでいく。

　地下水の流れが強く、井戸を建設しやすい場所を見定める頃には、日が西に傾いていた。

　地図に印をつけ、ツルハシを一振りして目印に石を置き、作業が完了した。

　アルノルトはわたしの集中力を削がないよう距離を保ちつつ、静かに馬を引いて付き添ってくれた。

「お疲れさまでした」

　ホッと息をつく。

「ご苦労だった」

　アルノルトが久しぶりに微笑んだ。

　カーネル子爵邸までの帰り道、またふたりで馬に乗った。

　背中がアルノルトの胸に密着する感覚にドギマギする。

　行きにふたりで乗った時は、作業のことで頭がいっぱいだったせいで気付いていなかったけれど、ぴったり密着しているではないか。

　あまり意識しすぎないようにツルハシを強く握り、夕日に照らされてオレンジ色に染まる小麦畑を眺めて気を紛らわせた。

　子爵邸の門に到着し馬から下りたところで、ハニーブロンドの艶やかな髪を揺らしながらひとりの女性が駆け寄ってきた。聖女サンドラだ。

　透き通るような白い肌、慈悲深さをたたえつつ力強さもあるエメラルドグリーンの大きな目、ふっくらとした唇、女神像のような女性らしい体つき。この華やかで美しい容姿を一目見た者は誰しも、彼女のことを忘れはしないだろう。

　間近で見るのは初めてだったが、王都に嫁いできてから数回、国家行事で見かけたことがある。

「サンディ、妻のエマだ」

　アルノルトから紹介され、ここにサンドラがいる理由がわからないまま戸惑いながら挨拶をする。

「聖女様、はじめまして」

　現在、フィローニア王国で癒しの石を最も上手く扱える人物は、このサンドラ・ハーパーだ。

　ハーパー公爵家はテイラー公爵家と並ぶ最高位貴族で、「癒しの公爵家」と言われるほど多くの優秀な聖職者を輩出している。娘のサンドラも幼少期から将来を嘱望され、十七歳で聖女として神殿に招聘されたと聞いている。

「エマさん、はじめまして」

　サンドラの口調は穏やかで口角も上がっているが、エメラルドグリーンの目は笑っていない。

「どうしてここに？」

　問いかけるアルノルトの腕に、サンドラが手を添える。

　麗しいふたりが体を寄せ合うと、なんともきらびやかな絵画のように見える。

「たまたま巡礼で近くまで来たの。それよりもアル」

　サンドラが少々拗ねたような表情で、アルノルトを親しげに呼んだ。

「疲労回復の施術をしてあげるって言ったでしょう。どうして受けないまま出ていったの？」

「すまない、サンディ。急いでいたんだ」

　この会話から察するに、アルノルトが昨晩一緒に過ごした相手はサンドラなのかもしれない。

　目の前のふたりが「アル」「サンディ」と呼び合い、言葉を交わしている様子を複雑な胸中で眺める。

「エマさん、アルはかなり疲れているようだから体力を回復させてあげたいのだけど、よろしいかしら」

「はい、ぜひお願いします」

　アルノルトの睡眠は馬車の中でのみ。しかも、夕闇の迫るこの時間までわたしの作業に付き合ってくれたのだ。サンドラの言う通り、彼は相当疲れているに違いない。

「いや、必要ない」

「アル、無理しないでちょうだい。エマさんからの許可も下りたんだから、いいでしょう？」

　こちらを振り返ったサンドラがツルハシに目をやり、一瞬小馬鹿にするように形のいい眉を上げたのは気のせいだろうか。

　これはただの工具ではない。水の石をはめこんだ神聖な道具だ。サンドラはそれに気付かなかったのか。それとも、持ったまま挨拶したのが失礼だっただろうか。

　戸惑っているうちに、アルノルトは渋々といった様子でサンドラに腕を引かれていった。

　ふたりの後ろ姿を見ながら、わたしはツルハシの柄をぎゅっと握りしめた。

　馬をどうすればいいだろうかと思っていると、レイヴィスが駆け寄ってきた。

「奥様！　水脈は見つかりましたか？」

　わたしの沈みそうになる気持ちを払拭してくれるかのような、明るい声だ。

「はい、おかげさまでいい場所を見つけることができました」

　レイヴィスと共に馬を厩舎へ返して戻ってきたが、アルノルトの姿が見当たらない。

「では、カーネル子爵様に報告しに行きましょう」

　レイヴィスに促されて迷ったものの、もともとわたしが請け負った仕事なのだから、ひとりで報告しても構わないだろう。

　屋敷へ向かって歩き出した時、並んで歩くレイヴィスが小声で教えてくれた。

「副長はまだサンドラ様のところにいらっしゃるみたいですね。でも、ふたりはただの幼馴染ですから、心配ご無用ですよ」

　あら、幼馴染だなんて初耳だわ。子供の頃からずっと仲がいいってことね？

　レイヴィスを見上げると、彼は慌てた様子で続ける。

「ちょっと距離が近すぎるかなとは思いますけどね。浮気とかではないんで！」

　なにも聞いていないのに、わたしがあれこれ疑念を抱いていると思ったのか、レイヴィスが先回りして勝手に説明してくれた。

「騎士は怪我がつきものですからサンドラ様が騎士団に帯同することもよくありますが、聖女としての役目を果たしているだけですから」

　あのふたりは、いつもああやってベタベタくっついているのだろうか。

　モヤモヤを抱えたままカーネル子爵の書斎で水脈の位置を報告していると、遅れてアルノルトが入ってきた。

　心がザラついていたせいで責めるような視線になったかもしれない。目が合うと気まずそうにそらされて、胸がツキンと痛んだ。






　夕食は、聖女様ご一行も交えての晩餐会となった。

　予定外の突然の来訪であっても、聖女が巡礼にやって来るのは領主として大変誇らしいことだ。わたしが水脈探しをしている間にサンドラは、領民たちの病気や怪我を治して回ったらしい。領民たちにさぞや喜ばれたことだろう。

　カーネル子爵夫婦は上機嫌な様子で、熱心にサンドラに話しかけている。

　堂々と受け答えするサンドラは話題も知識も豊富で、晩餐会は彼女の独壇場だ。

　水の石が脚光を浴びるならと喜び勇んで水脈探しを引き受けたのに、癒しの石には到底太刀打ちできない。いや、最初から張り合おうだなんて思ってすらいないけれど。

　おまけに聖石の能力以前に、わたしは人間的にもサンドラの足元にも遠く及ばない。

　水の石にまつわるエピソードで歓談できればと、事前に話題を用意していたのだが、披露するタイミングがない。おとなしく食事を続けていたものの、ついに手が止まってしまった。

「エマ、どうした？」

　隣に座るアルノルトが顔を覗き込んでくる。

　なんでもないから大丈夫だと言う前に、サンドラの声が響いた。

「エマさん、どうなさったの？　具合が悪いなら施術をしましょうか」

「大丈夫です！」

　嫉妬だろうか、この人の施しなど受けたくない！　と咄嗟に思った。そのくだらない意地が大きな声となって出てしまい、テーブルがシンと静まりかえる。

　いたたまれなくなったわたしは、一足先に晩餐会を切り上げることにした。

「申し訳ございません。疲れておりますので、先に休ませていただきます」

　アルノルトの視線を感じたけれど、目を合わせることができない。

「さすがは聖女様だ。疲れているのはあなたも同様のはずなのに、どこまでも慈悲深くていらっしゃる」

　カーネル子爵がサンドラを褒めそやす声を背中で聞きながら退席した。

　メイドに客間へと案内してもらう。事前に泊りがけになるだろうと伝えていたため、わたしのために用意された部屋だと思う。だから遠慮なく広いベッドに横になった。

　実際、自分で思っていた以上に疲れていたらしい。そこからの記憶がまったくないほど熟睡してしまった。

　夢の中で、温かいものにしっかり包まれているような感覚がしていた。それもあってぐっすり眠れたのだと思う。

　翌朝、メイドにとても寝心地のいいベッドだったとお礼を言うと、キョトンとされてしまったけれど。

　アルノルトとレイヴィスは王宮で大事な会議があるとかで、早朝にサンドラたちと共にすでに出立したらしい。

　わたしは昨日の井戸の位置を再度確認した後、帰路についた。もともとひとりで来るつもりだったのに、妙な寂しさを抱えながら。






　この後も五、六カ月おきに水脈探しの依頼が来た。

　二回目の依頼主は実家のローレンス領のほうが近かったため、エドワードが引き受けた。三回目はわたしが行き、今回が四回目の依頼だ。

　依頼主のマクロード男爵領は、どちらが赴いても同じぐらいの距離に位置している。今回は、エドワードが結婚して間もないため、わたしが行くこととなった。

　アルノルトはその都度遠回しに、断ったほうがいいとでも言いたげな口調だったが、必要とされるのが嬉しくて積極的に引き受けた。

　アルノルトがわたしに同行するのはまだいい。しかし、わたしが依頼を引き受けた時に限って、どういう訳かサンドラがたまたま巡礼で同じ日に同じ領地を訪問するのは腑に落ちない。

　鈍いわたしでも、それが偶然でないことぐらいはわかる。

　アルノルトがサンドラを呼んでいるのだろうか。依頼を断って欲しそうにしていることとなにか関係しているのか、さっぱりわからない。

　おかげでサンドラと言葉を交わす機会は増えたけれど、そのたびに格の違いを見せつけられて落ち込んでしまう。

　ひがむ気持ちのせいか、どうもサンドラがいつもツルハシを馬鹿にするような視線で見ている気がするし、わたしへの態度が冷たい気もする。

「奥様はまだお若いから大丈夫です！」

　レイヴィスがわたしのモヤモヤした気持ちに寄り添ってくれるのはありがたいけれど、励ましの言葉はいつも説得力に欠ける。

　なにが大丈夫なんだろうか。

「サンドラ様はそろそろ引退を考える年齢ですから」

　小声でウインクされても困る。

　癒しの石を扱える聖職者はどの時代にも複数存在するが、男性は加齢とともに力が増していくのが一般的だ。かたや女性は、結婚・妊娠・出産を経るにつれて逆に力が衰えていくといわれている。

　サンドラは今年で二十七歳。聖女でなければ、とっくに結婚して子供がいてもおかしくない年齢だと思う。歴代の聖女の中には力が衰えることを嫌い、生涯独身のまま癒しの力を使い続けた人物もいるようだが、それでは困ることがある。子孫を残さなければ、石の継承ができないことだ。

　レイヴィスが「引退を考える年齢」と言ったのは、そのことだろう。

　サンドラが聖女を引退すれば、水脈探しについてくることもないと言いたいのだろうか。

「副長が二十八歳まで婚約者もいなくて独身を貫いていたのは、サンドラ様にもうしばらく聖女として活躍してもらうために待っているんだって噂されていたんですけどね」

　レイヴィスがまた、尋ねてもいないことを語りはじめる。

「奥様との突然の結婚で、皆すごく驚いたんですよう。だから大丈夫です！」

　なに言ってるのよ、ちっとも大丈夫じゃないわ！

　説得力ゼロどころか、マイナスだ。

　つまり、サンドラといずれ結婚するつもりだったアルノルトが冗談で言ったことを、ローレンス家が真に受けたために引っ込みがつかなくなり、わたしのような気の利かない田舎娘と渋々結婚したってことなんでしょう？

　サンドラがわたしに冷たくする理由がわかった。これまでも、サンドラはアルノルトに好意を寄せているのではないかと思う節はあったけれど、そんなことでは収まらないちゃんとした理由があったのだ。

　内々で結婚を約束していたサンドラとアルノルトを、わたしが引き裂いたのだから。

　もう間もなく、アルノルトとの結婚から二年になる。

　結婚してから一度も夫婦関係のないわたしたちは、すぐ離婚できるだろう。アルノルトとサンドラは、それを待っているのかもしれない。

　マクロード男爵領での水脈探しは、そんな動揺した状態でのスタートとなった。

　そのせいで、たぶん集中できていなかったのだと思う。

　水脈はすぐに見つかった。しかし、いつもとはなにか違う……。

　でも、足元を流れる地下水は勢いもあるし量もかなりありそうだから大丈夫だろうと、一瞬よぎった違和感を無視した。

　いつものようにツルハシを振り下ろし、石を置いて作業を終了した。

「お疲れさまでした」

　その場を立ち去ろうとした時、ゴゴゴッと地鳴りが響き渡り、驚いて立ち止まった。振り返ろうとするわたしを抱えて、アルノルトが大きく前方に飛ぶ。

　その直後に背後で水柱が噴き上がった。

　わたしがツルハシを刺した位置からだ。しかもそれは、水ではない。もうもうと立つ湯気と熱気からして、熱湯に違いない。

　どういうこと……？

　噴き上がる熱湯を見上げて、呆然とする。

「熱っ！」

　叫び声をあげたのは、水柱の近くにいたマクロード男爵だった。顔と手に熱湯がかかったらしい。

　アルノルトが駆け出しながらハンカチを取り出し、それを凍らせる。

「これで押さえてください」

　凍ったハンカチを渡して男爵を安全な場所まで誘導したアルノルトは、噴き上がる熱湯へと向かって行く。

　左腕の腕輪にはめ込んだ氷の石が光っている。

　かなりの時間を要したが、アルノルトの氷の能力のおかげで、ひとまず熱湯を凍らせて鎮めることに成功した。

　その時、緊急事態を聞きつけたレイヴィスがサンドラを連れてきた。

　状況を素早く把握したサンドラが、マクロード男爵の火傷の治療を始める。

　指輪をはめた右手からやわらかい光の玉が現れ、それを患部にかざすと、みるみるうちに赤く水ぶくれになっていた火傷が消えていく。

　わたしは、自分が引き起こしたこの惨事を前になす術なく、ただ立ち尽くしていた。






「申し訳ありませんでした」

　謝罪の言葉を繰り返すわたしを、マクロード男爵は苦笑交じりに許してくれた。

「大丈夫ですよ。アルノルト様が熱湯を鎮めてくれましたし、聖女様が治療してくださいましたから。ほら、この通り跡形もなく治りました」

　まさか水ではなく熱湯が出てくるだなんて予想できなかった。こんなことは初めてだ。

　そんな言い訳をすべきではない。

　今回の依頼は、失敗に終わった。この噂が広まれば、水の石の評判は失墜するだろう。自分で探し当てて噴き上がった熱湯を鎮めることすらできないのだから。

　アルノルトとサンドラがいなかったら、もっと大変なことになっていたに違いない。サンドラのことを疎ましいと思っていた自分が情けない。

　アルノルトは、わたしひとりに任せていては、いつかこんな事態を引き起こすだろうと予想して、同行していたんだろうか。

「エマ、あの山の麓にとても綺麗な色の湖があるらしい。一緒に行ってみないか」

　落ち込み続けるわたしを見兼ねたのか、アルノルトが誘ってくれた。

　断る気力もなく、こくりと頷く。

　汚れた服を着替えてくるからというアルノルトを、マクロード男爵邸の門の近くで待っていると、そこへサンドラが現れた。

「アルと湖に行くんですってね。随分と能天気ですこと」

「サンドラ様……先ほどは、マクロード男爵の火傷を治していただきありがとうございました」

　サンドラが眉根を寄せ怖い顔でこちらを睨む。

「あなたのためにしたことではないわ。アルのためよ」

　その通りだと思う。しかし助かったのは事実だから、きちんとお礼を言いたかっただけだ。

　サンドラが呆れた様子で小さくため息をついた。

「あなたはアルの妻にはふさわしくないわね。剣で切れた髪は、もう長さが揃ったのでしょう？　いつまでそれを口実に彼を縛り続けるつもり？」

　どうやら、闘技大会で髪が切れたことを盾に、わたしのほうからアルノルトに結婚を迫ったと思われているらしい。いや、もしかすると彼女だけでなく、世間ではそう噂されているのかもしれない。

「……」

　わたしがなにも言えずに黙っているのが気に食わなかったのか、サンドラは再び怖い顔でわたしをなじりはじめた。

「テイラー公爵は、アルが結婚して子供ができたら爵位を譲るつもりだったのよ。あなたはこの二年間、なにをなさっていたの？　彼の妻としても公爵家の嫁としても、なんの役にも立っていないじゃないの。もうアルの足を引っ張るのはやめてちょうだい。彼を解放してあげて」

　本来ならば、アルノルトはとっくに公爵位を継承して当主になっているはずだった。わたしの知らないことをサンドラが知っているのは、テイラー公爵夫妻とそれだけ親しい証だろう。

「よく考えて、早めに結論を出してちょうだいね」

　黙っているわたしを鼻で笑うと、サンドラは立ち去っていった。

　なにも言い返せなかったのは、彼女の言う通りだったからだ。

　その場に立ち尽くしていると、着替えを終えたアルノルトがやって来た。自分がどんな顔をしているのかわからなかったが、きっとひどい顔をしていたのだろう。

「エマ？　どうした」

「旦那様……離婚してくださいませ」

「え……」

　アルノルトが言葉を失っている。

　わたしから離婚を言い渡されるとは思っていなかったのだろう。

「今回のことなら気にすることはない。どうして急に……」

「ずっと前から考えていたことです」

　アルノルトの言葉を途中で遮り、きっぱりと言った。

　なんの意地なのか自分でもよくわからない。だた、一時的な感情や、サンドラに言われたから決めたのではなく、自分自身で熟考した上での決断だということにしたかった。

　こちらへ伸ばされたアルノルトの手が途中で止まり、ゆっくり下ろされる。

「離婚に際してひとつだけ条件があります。わたしは離婚後も王都に残りたいのです」

　わたしには、実家のローレンス領に帰りにくい事情がある。

　エドワードは結婚したばかりだ。笑顔と祝福があふれる、なんとも幸せそうな結婚式だった。離婚したわたしが出戻れば、新婚ラブラブな雰囲気に水を差すことになりかねない。

「……わかった。すべて了承しよう」

　アルノルトの顔を見たら泣き出してしまいそうで、顔を上げられない。

　このままひとりで帰りたいとわがままを言い、馬車を用意してもらって帰路についた。馬車の中でひたすら泣きながら。






　こうして、離婚に伴う財産分与として、貯金の折半のほか結婚当初から暮らしている町屋敷を譲り受けることとなった。

　離婚した女性が王都でひとり暮らしをするのはあまり外聞が良くないが、聖石の能力の継承者である場合は少し話が違ってくる。

　石の能力者はなにかと重宝されるため、大きな顔をして暮らしていける。マクロード領での事故の噂が広まれば、もう水脈探しの依頼をしてくる貴族はいないだろう。でも、どうせ結婚式から嫌味を言われ、次期公爵を脅して結婚を迫ったと陰で言われているわたしだ。さらにバツイチという不名誉な勲章が増えたところで、どうってことないと開き直った。






　こうしてわたしとアルノルトは、円満に離婚するはずだった。

















第三章　嫌われようとしたはずですが












　いつまでも過去を振り返っている場合ではない。

　わたしは伸びをしてベッドから出た。身支度を整えて朝食を作ろうと思った時、来客を告げるドアノッカーの音が響いた。

　こんな朝から誰だろう。

　覗き窓から確認すると、アルノルトが赤いバラの花束を持ち、にこやかな笑顔で立っているではないか。慌ててドアを開ける。

「やあエミィ、おはよう。今日もかわいいね」

　どうやら一晩経っても、頭部強打の影響が続いているらしい。

「おはようございます」

　差し出された花束を受け取らなければ、さすがに野暮というものだろう。

　困惑しながら受け取って胸に抱くと、まるで香水のようなバラの芳醇な香りが鼻をくすぐる。

「遅くなってすまなかった。庭師にバラを用意させていたら、この時間になってしまってね」

　十分早い時間ですが!?

　テイラー公爵邸の庭師を、早朝に叩き起こしたのかもしれない。

「ところで、なにか御用でしょうか」

　まさか、バラを届けにきただけじゃないわよね？

　首を傾げて見上げると、アルノルトは途端に眉尻を下げて困った表情になる。

「エミィ、そんな他人行儀な態度はやめてくれないか。夫婦なのに」

「でも離婚する予定ですよね？」

　本来ならば昨日、離婚が成立していたはずだ。

「嫌だ！　離婚などするものか！」

　両手で顔を覆ったアルノルトが大声で駄々をこねはじめる。

　これはマズい。騎士団副長のこんな姿を見られて妙な噂が立ったら大変だ。

「わかりましたから、とにかくお入りください」

　慌てて腕を引っ張り、アルノルトを家の中に入れてドアを閉めた。

「エミィ、ありがとう。愛してるよ」

　以前は、もう少し感情を表してくれてもいいのにと思っていたけれど、いまの感情表現豊かなアルノルトはなんというか、ちょっと暑苦しい。

　ぎゅうぎゅう抱きしめられながらそんなことを思った。






　成り行きで、アルノルトと一緒に朝食を作ることとなった。

　朝食もとらずに公爵家を飛び出してきたらしい。義父母や使用人たちは、さぞや驚いたことだろう。いや、そもそも昨日のアルノルトの様子を見てどう思っただろうか。

「大好きなエミィに早く会いたくてたまらなかった。実家でのんびり朝食を食べている場合ではないだろう」

　慣れた手つきでリンゴの皮を剥きながらアルノルトが笑う。

「お料理できるんですね」

　料理はいつも使用人に任せていたから、わたしたちが肩を並べて料理をしている状況がとても新鮮に思える。

「遠征の時は野営がつきものだからね。一通りできる」

　知らなかった。

　二年間一緒に暮らしていたのに、知らないことばかりだ。

　ナイフを器用に操る大きな手と綺麗な横顔を交互に眺めていたら、不意にこちらを向いたアルノルトと目が合って、くすりと笑われてしまった。

「かわいいね」

　別人格の彼は、どうしてこんなにも甘いんだろう。愛してるだとか、かわいいだとか、言われたこちらが恥ずかしさのあまり転げまわりたくなるようなセリフを堂々と言うだなんて。

「いつからわたしのことが好きなんですか？」

　思わず心の声が漏れて、しまったと思った。嫌味っぽい言い方だっただろうか。

　しかし、アルノルトは気にせず笑みを深くする。

「もちろん初めて会った時からだ。闘技大会でかわいいエミィに一目惚れしたんだ。あんなにときめいたのは初めてだったよ」

　初耳ですが!?

　別人格のアルノルトは、そういう「設定」なんだろうか。

「これまでのアルノルト様は、わたしのことなど好きではありませんでしたよね？」

「なにを言う！」

　アルノルトが左手に持っていたリンゴが、グシャッと潰れた。

　なんという握力、綺麗な顔立ちをしていてもさすが騎士様だと感心している場合ではない。果汁が手首を伝うのも構わず、アイスブルーの目が真っすぐにわたしを見つめる。

「これまでも、これからも、俺はエミィを愛してる！」

　いや、ですから別人格のあなたではなく、元の人格のアルノルト様の話ですって。

　もうどうすればいいの!?

　果汁がしたたるアルノルトの左手を拭きながら途方に暮れる。

　結局リンゴは使い物にならなくなり、朝食のパンに付け合わせるフルーツはブドウになった。

　白い丸パン、ベーコン、スクランブルエッグ、ブドウという、なんとも質素な朝食だ。

　ひとりで食べることを想定していたため、本格的な肉料理もない。体を動かすことが主体の仕事をしているアルノルトにとっては物足りないだろう。

「昼食は、騎士団の食堂でたっぷり召し上がってくださいね」

「いや、二日間の休暇を取らされた」

　これでは使い物にならないから休むようにとレイヴィスに言われたらしい。

　騎士服を着ていないと思ったら、そういうことだったのかと納得した。

　質素な食事を美味しいと言いながら食べ終えたアルノルトが、にっこり笑う。

「リンゴをダメにしてしまったお詫びに、今日は一緒に市場へ行こうか」

　これからは料理だけでなく、買い物も身の回りの世話もすべてひとりでこなさなければならない。だからアルノルトに頼るのは良くない。

「でも……」

「遠慮はいらない、エミィ。さあ行こう」

　困ったことに、いまのアルノルトは強引だ。






　買い物客で混雑する市場で、アルノルトがわたしの手をしっかり握っている。

「はぐれないようにね」

　ただの買い物に、その甘い微笑みと恋人つなぎは不要だと思いますが？

　なんだか心臓がうるさくて落ち着かない。

　あちこちで「氷の公爵様だわ」と、ヒソヒソ囁かれる声に気付いていないんだろうか。

　アルノルトは、シンプルなシャツにスラックスといったありふれた格好でも目立ってしまうのだ。

　かたや地味なわたしは、もう少しオシャレをしてきたほうがよかったかもしれない。

　質素なワンピースを見下ろしていたたまれなくなる。小さくため息をつくと、アルノルトに聞こえてしまったらしい。

「疲れたね。カフェで休憩しようか」

「いえ、あのっ……」

　否定する隙もなく腰に手を回され、グイグイ押されながらあっという間にカフェに辿り着いた。

　カフェも混雑していたが、アルノルトの来店に気付いた店主が貴賓席に案内してくれて、すぐに座ることができた。

　二階のテラス席で、周りにほかの客はいない。

　アルノルトとふたりっきりの状況に落ち着かずソワソワしているところへ、美味しそうなスイーツが運ばれてくる。

　カスタードクリームの甘さとブドウやオレンジなど季節のフルーツの酸味のバランスが絶品のフルーツタルトだ。

「おいし……」

　ひと口食べて、思わず頬が緩む。

　アルノルトにくすりと笑われて、恥ずかしくなってうつむいた。顔が熱い。

「かわいいね、エミィ」

　フルーツタルトよりも甘い声で微笑むアルノルトは、紅茶を飲むだけだ。

「アルノルト様は召し上がらないんですか？」

「ああ、甘いものはあまり……いや、ひと口だけもらおうかな」

　そう言うや否やアルノルトがわたしの手首を掴んで自分の方へ引き寄せ、フォークに刺さっていたタルトをパクリと食べた。

　一瞬のぞいた綺麗な歯列と舌にドキリとする。

「うん、甘いな」

　満足げに笑うアルノルトとは対照的に、大人の男の色気にやられたわたしは、タルトの味がわからなくなるほどドキドキし続けた。

　カフェを出ると、市場はさらに客が増えていた。

「今日はお祭りですか？」

　田舎者のわたしには、この賑わいが特別な催し物のように思えたのだ。するとアルノルトが、パッと顔を輝かせる。

「それじゃあ、お祭り気分で昼食はここであれこれ買って食べよう」

　アルノルトとの食べ歩きが思いのほか楽しくて、自分の置かれている状況を忘れて子供のようにはしゃいでしまった。

　広場のベンチに座り、上機嫌で肉の串焼きを食べていたら、

「エミィ、口の端にソースがついてる」

　と、アルノルトが長い指で拭ってくれた。

　慌ててハンカチを取り出そうとしたが間に合わず、アルノルトはその指をペロリと舐める。

　恥ずかしさのあまり口をはくはくさせるわたしを見て笑うアルノルトは、とても楽しそうだった。






「もっと早くエミィと、こういうことをしていればよかった」

　帰りの馬車の中で、アルノルトがぽつりと呟く。

　わたしたちは会話を交わすことさえままならなかったのだから、当然ふたりでこのように出かけたこともない。

「アルノルト様はお忙しい方ですから、仕方ありません」

　あなたのせいではないと伝えたつもりが、少々嫌味っぽい言い方になったかもしれない。アルノルトはさらにしょんぼりしてしまった。

「アルとは呼んでくれないんだね」

　絶対に呼ぶものか。

　だってあなたのことを親しげに「アル」と呼ぶ女性は、わたしではなくサンドラなのだから。

　馬車を降りると、アルノルトが当たり前のように玄関に向かおうとしていることに気付き、わたしは慌てて止めた。

「ありがとうございました。ではこれで」

　荷物を受け取ろうと手を伸ばす。

　アルノルトは荷物を抱える手とは反対の空いている手でわたしの手を掴み、長い指を絡めてつなぐと、上機嫌で歩きはじめた。

　いや、あの、そうではなく！

「お帰りにならないんですか？」

　振り返ったアルノルトが首を傾げる。

「どこへ？」

「アルノルト様のお屋敷です」

「うん。だから、ここだよね？」

　違いますっ！

　アルノルトの屋敷は、テイラー公爵邸だ。朝食もとらずに出かけてそのまま昼過ぎまで帰ってこないとなると、心配されているかもしれない。普通の状態ではないわけだし。

　手を放してもらって鍵を開ける。

　ここで帰ってもらったほうがいいだろう。

「ご両親が心配されているかもしれませんよ」

　いたって真面目に言ったつもりなのに、アルノルトは「ははっ」と声を上げて笑った。

「三十歳の息子がどこへ行こうが、心配などしないよ」

　たしかにそうかもしれない。しかし、次の言葉で固まってしまった。

「むしろ昨日は、どのツラ下げて帰ってきたんだって迷惑そうな顔をされて居心地が悪かった。早く孫の顔が見たかったのにって」

　足の力が抜けて玄関に立ち尽くす。

　離婚が成立しなければ、アルノルトはサンドラと再婚できないし子作りだってできない。昨晩、彼からまだ離婚手続きをしていないと聞いた義父母の落胆を想像して、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「エミィ？」

　異変に気付いたアルノルトが、上半身を屈めてわたしの顔を覗き込んできた。

　大丈夫だから、もう帰ったほうがいい――そう言いたいのに、いま口を開いたら泣き出してしまいそうな気がして、震える唇を噛むのが精いっぱいだ。

「エミィ！　大丈夫か!?」

　慌てたアルノルトが荷物を置き、わたしを軽々と横抱きにして二階の寝室へ駆け上がった。

　ベッドにおろされて見上げると、今度はアルノルトが泣き出しそうな顔をしている。

「待っててくれ、すぐに医者を……」

　いまにも駆け出していきそうなアルノルトの袖を慌てて掴んだ。

「大丈夫です。ちょっと疲れてしまっただけですから」

　アイスブルーの瞳を不安げに揺らしながら、アルノルトが大きな両手でわたしの手を包みこむ。

「エミィ、すまなかった。調子に乗ってあちこち連れまわしすぎたな」

　本当に大丈夫だからと、オロオロするアルノルトをなだめ、そのまま手を握ってもらっているうちに眠っていた。

　疲れているのも事実だったのかもしれない。

　階下から漂ってくる美味しそうな匂いで目を覚ますと、窓から見える空がオレンジ色に染まっていた。

「やだ、いま何時!?」

　どれだけ寝ていたんだろうか。慌てて起き上がり、部屋を出て階段を下りる。

　アルノルトはキッチンで料理を作っていた。

「エミィ、顔色が良くなったな」

　鍋をかき混ぜながら振り返ったアルノルトが、ホッとした表情で笑った。

「ちょうど出来たところだ。お腹に優しいシチューにした」

　鍋を覗くと、たっぷりの野菜がいい香りを含んだ湯気を立てている。

「なにからなにまで、すみません……」

「構わない。休暇だと言っただろう？」

　一緒に暮らしていた時のアルノルトが、休日をどのように過ごしていたか思い出せない。

　社交パーティーの招待状はひっきりなしに届いていたけれど、参加したことは一度もない。結婚式で囁かれた不釣り合い発言をまた投げつけられるのではと思うと怖かったし、アルノルトも無理に行く必要はないと言ってくれていた。

　休日は食事だけともにしていたが、終始無言で食べ終えるとアルノルトはさっさと自室に引きこもっていた気がする。

　わたしはこの家で、使用人たちとおしゃべりをしたり、庭の花を愛でながらお茶を楽しんだり、水の能力維持を兼ねて水脈を辿りながら周辺を散歩したりと、のびのび暮らしていた。振り返ってよく考えてみると、随分快適に過ごさせてもらっていたことになる。

　離婚を決意してからメイドや執事のセバスチャンに家事を一通り習い、お茶の淹れ方も料理も上手くなったと自負していたのはなんだったんだろう。何もできないと思っていたアルノルトのほうが、はるかに腕がいい。

　アルノルトの作ったシチューが美味しすぎる。野菜がしっかり煮込まれ、味も染みていて完璧だ。

「これからのひとり暮らしが不安になってきました」

　食卓で思わず弱音を漏らすと、アルノルトが口元を綻ばせる。

「ずっと俺と暮らせばいいだろう？　これからもたまには一緒に料理を作ろう。ふたりであちこち出かけて、楽しい思い出をたくさん作っていこう」

　そんなに甘く微笑まないでほしい。

　本来ならば、その言葉を伝えるべき相手はサンドラだったはずなのに。

　大好きなアルノルトに幸せになってほしくて、離婚すると決めたのだ。彼がいつまで別人格でいるのかわからないけれど、この状況は非常にマズい。

「サンドラ様に会いに行かれては？」

「サンドラに？　なぜ？」

　わたしが突然サンドラの名前を出したことに、アルノルトは心底驚いている様子だ。

「だってアルノルト様は、わたしと離婚してサンドラ様と再婚なさるんですよね？」

　アルノルトがアイスブルーの目を大きく見開き、唇を震わせながらスプーンを落とす。

「エミィ……まさか頭でも打ったのか？」

　それは、あなたの方です。

「頼むからおかしなことを言わないでくれ」

　それは、こっちの台詞です。

「嫌だ！　離婚などするものか！」

　アルノルトが両手で顔を覆う。

　ああ、今朝の状況に戻ってしまった。

　わたしは、この別人格のアルノルトにどんどん惹かれている。このままでは離れがたくなってしまうではないか。

　ここで名案を閃いた。

　そうだ！　アルノルトに嫌われればいいんだわ！

　そうなれば、サンドラとのことも思い出してくれるかもしれない。

「アルノルト様。食事の後片付けは、ひとりでやってくださる？」

　ちょっと意地悪そうに、あごをツンと上げて言ってみる。

　するとアルノルトは、にっこり笑って快諾した。

「もちろんだ、任せてくれ。エミィはゆっくり休んでいればいい」

　えっ……ここは「なんてわがままなことを言うんだ！」とか「俺を誰だと思っている、使用人じゃないんだぞ！」と言ってほしかったんですが!?

　困った、ほかにどんなわがままを言おうか。

　アルノルトが食器を洗っている間に懸命に考えて、寝室の机に置いたままにしていた夜会の招待状の存在を思い出した。

　あれだわ！

　二階へ上がり、招待状の白い封筒を手に取ると、アルノルトのもとへ急行する。彼はちょうど片づけを終えたところだった。

「アルノルト様。わたし、夜会に参加してみたいです！」

　胸を張って招待状を掲げる。

　ベルガモット侯爵主催の夜会は明日だ。招待状はもっと前に届いていたが、離婚が決まっていたため返事を出していなかった。

　アルノルトが招待状を受け取って目を通している。

「明日か……返事はまだ出していないんだね？」

「そうなんです。突然行きたくなってしまって」

　わがままな感じが出ているかしら。

「今夜中に届ければ大丈夫だ。後で使いの者を遣ろう。それにベルガモット侯爵とうちは懇意の仲だから、当日飛び入りでも問題ないはずだ」

　なんですって!?

「で、でも！　ドレスがないんです。残念だわ。行きたかったのに……」

　夜会用のドレスを持っていないのはアルノルトのせいではなく、わたしがずっと社交界から距離を置いていたせいだが、ちょっと責めるような口調で言ってみる。

　アルノルトはあごに手を当てて「ふむ……」としばし考え込んだ後、大きく頷いた。

「よし、母上の力を借りるしかないな」

　え？

「いますぐ行こう！」

　えぇぇっ!?

　ここからのアルノルトの行動はとても早かった。

　馬車を呼び、わたしを連れてテイラー公爵家に行くと、セバスチャンにベルガモット侯爵邸へ使いを遣るよう言いつけた。

　そこへ出てきた義母が、わたしを見て驚いている。

「まあ、エマさん……」

　やったわ！　わたしが歓迎されるはずないもの。

「お義母かあ様！」

　さあ、いつまでテイラー家の嫁気取りなのかしらって嫌味を言ってください！

　ずいっと一歩前へ出ると、あろうことか義母に抱きしめられてしまった。

「よかった、仲直りしたのね！」

　え？

「母上、明日エマと一緒に夜会へ行くことになりました。ただドレスがなくて困っているんです」

　アルノルトの説明を聞いた義母が体を離し、今度はわたしの手をしっかり握る。

「任せてちょうだい。絶対に間に合わせてみせるわ！」

　えぇぇっ!?　どうなってるの？

　予想外の展開に面食らってしまう。アルノルトにわがままを言って、ちょっと困らせてやろうと思っただけなのに、とんでもない事態になりつつあるではないか。

　義母を止めて欲しくて隣に立つアルノルトを見上げると、なんとも甘い微笑みを返された。

「エミィ、そんな不安そうな顔をすることはない。テイラー公爵家の名にかけて、王都中の職人を呼んでみせよう」

　そんなことを頼んだつもりはありませんっ！

　誰かこの親子の暴走を止めてくださいと思っているところへ、騒ぎを聞きつけた義父が現れた。

「あなた！　大至急、お針子さんたちを招集してちょうだい。エマさんとアルノルトが明日、夫婦そろって夜会に行くんですって。とびきり素敵なドレスを仕立ててもらわないといけないわ！」

　背の高い義父がこちらを見下ろしている。

「お義父とう様」

「大事なことを忘れているようだな」

　おっしゃる通りです。どうぞ遠慮なくわたしを罵倒してください！

「宝石商も呼ばなくてはならないぞ！」

　いや、そうではなくっ！

「さすが父上です。セバスチャン！　聞いての通りだ。さっそく諸々の手配をよろしく頼む」

「承知いたしました」

　ああ、セバスチャンまで……。






　夜にもかかわらず驚くべき早さで、続々と職人たちがテイラー公爵邸へとやって来る。

　採寸をしている間に義母が熱心にデザイナーと意見を交わし、ドレスのデザインと色が決まった。やっと一息つけるかと思ったところへ、商売っ気たっぷりの表情をした宝石商が、ベルベットの箱をたくさん抱えて到着した。

「ご夫婦で参加されるのなら、エマ様にはアルノルト様の目の色に合わせたおすすめの装飾品を一通りご用意いたしました」

　テーブルに並べられた箱の中から、アイスブルーの宝石があしらわれたきらびやかな装飾品が出てくる。

「ネックレスは不要です。これがありますので」

　引っ込みがつかなくなる前に、これだけは言っておかなくてはならない。水の石のネックレスを外す気はないということを。

「大丈夫です。幸い水の石とアルノルト様の目は同系色ですから、ネックレスを重ねづけして豪華にしましょう。長さの調整はお任せください」

　及び腰のわたしとは対照的に、アルノルトは前のめりでこくこく頷いている。

「アルノルト様用の装飾品もご用意いたしました」

　宝石商が箱を開くと、わたしの目と同じマルベリー色の宝石が輝くカフスボタンとラペルピンが現れた。

「いい細工だ。もちろん購入しよう」

　アルノルトが値段も聞かずに次々と購入を決めたものだから、宝石商は上気した顔を終始綻ばせながら帰っていった。

「アルノルト様、申し訳ありません。こんなに高価なものをいくつも……」

　アルノルトを散財させてしまった罪悪感に苛まれる。こんなことを望んでいたわけではないのに。

「エミィ、遠慮はいらない。公爵家は経済を回す義務もあるからね」

　甘く微笑まれても、こっちは笑えない。

　とんでもないことになってしまったと、心の中で何度もため息をついた。

　その後、わたしは翌日に備えて先に休ませてもらった。

　職人たちの夜を徹しての見事な連携で、翌朝には素敵なドレスが仕上がっていた。それを大絶賛した義母が、報酬を当初の約束よりも上乗せすると宣言した。

「またご贔屓に！」

「いつでも呼んでください！」

　ホクホク顔で帰っていく職人たちを見送りながら、公爵家の威光の凄まじさを実感する。

　いや、威光の無駄遣いじゃないだろうか。それなのに義父母をはじめアルノルトも使用人たちも、揃いも揃って皆満足げに笑っているではないか。

　わたしは半日かけて全身をピカピカに磨かれ、綺麗にメイクを施された。

　鏡に映る自分自身のドレス姿を見て、まず思ったことは「これ誰ですか!?」だった。

　光沢のあるボルドーのドレスはデコルテが大きく開いたオフショルダー。スカートはパニエでふんわり膨らんでいる。

　首元には水の石を囲むように、アイスブルーの宝石があしらわれたＶ字のネックレスが上品に輝き、耳にも同じ宝石のイヤリングが揺れている。

　綺麗に結い上げられた髪にもアイスブルーの髪飾りが光る。ドレスの色が濃いことでアイスブルーの宝石が際立ち、これでもかというほどにアルノルトの目の色を意識させる配色だ。

　わたしの幼い顔立ちではボルドーに負けてしまうだろうと思っていたけれど、くっきりしたアイメイクのおかげでしっかり大人の女性に見える。

「上品で蠱惑的！　エマさん、素晴らしいわっ！」

　義母が手を叩いて喜んでいる。

　そこへ、支度を終えたアルノルトが入ってきた。

　光沢のあるシルバーグレーのスーツにマルベリーのクラバット、袖口と胸ポケットには昨夜購入したカフスボタンとラペルピンが光っている。アルノルトはどんな服装でも素敵だけれど、今日の麗しさは五割増しだ。

　そんなアルノルトが、わたしの姿を見て目を見開き、足を止める。

「母上……いくらなんでも、これはやりすぎです」

　似合わないと言われているんだろうか。

「申し訳ありません！　すぐに着替えます」

　呆れられたのなら大成功のはずなのに、なぜか胸が痛む。

　いますぐこの部屋から出てドレスを脱ごう、そう思った時だった。

　義母が声を立てて笑ったのだ。

「アルノルト、他の男性に見せたくないからって、エマさんを隠すのはもうおやめなさい」

　早足で近づいてきたアルノルトが、わたしの肩に腕を回して引き寄せる。

「嫌です！　こんな綺麗なエマのことを下卑た視線に晒すだなんて！」

　ええっ!?

「相変わらず朴念仁ねえ。テイラー公爵家の嫁はこんなにも素敵な女性ですと、大っぴらに見せびらかしてらっしゃい。これは母からの命令です」

　さすが火の公爵家の出身だけはある。義母の背後にメラメラ燃え上がる炎が一瞬見えた。

　こうしてわたしは、テイラー公爵家の豪華な馬車にアルノルトと共に乗り、夜会の会場であるベルガモット侯爵邸へと向かった。

　アルノルトにエスコートされて会場へ入ると、一瞬会場中が静まり返った後、大きなどよめきがあがる。

「これは珍しい、アルノルト・テイラー殿だ」

「お連れの女性はどなた？」

　視線が集中してたじろいでしまうわたしを励ますように、アルノルトが背中に手を回す。

「大丈夫だ、エマ。今日は片時も離れないからね」

　甘く微笑まれて、どうにかこちらもぎこちなく微笑み返した。

「笑っていらっしゃるぞ！」

　再びどよめきがあがる中、主催者であるベルガモット侯爵夫人がやって来た。

「アルノルト様、ようこそいらっしゃいました！　まさかご夫婦で来ていただけるとは、光栄ですわ」

「はじめまして、妻のエマです。どうぞお見知りおきを」

「どうぞ最後まで、楽しんでいかれてくださいね」

　侯爵夫人が去ると、わたしたちのもとに列をなして人が集まり、かわるがわる挨拶をしてくる。男性陣がわたしのことを綺麗だとお世辞を言って褒めそやすものだから、なんとも居心地が悪い。

　女性たちの囁きも漏れ聞こえてくるけれど、内容は予想と正反対だ。

「これまでアルノルト様が奥様のことを隠していらっしゃった理由がわかりましたわ。大切にしたくてたまらないご様子ですもの」

「奥様の肩をしっかり抱かれて牽制してらっしゃるわ。溺愛ですわね」

「互いの色を身に着けられて、初々しいですわ」

　おかしい。二年前の結婚式では、聞こえよがしに不釣り合いだと言われたのに、今回は嫌味がひとつも聞こえてこない。

　戸惑っているうちに音楽が始まった。ダンスの時間だ。

　アルノルトに手を引かれてダンスフロアに向かう。他の参加者がわたしたちを気遣って場所を空けてくれたため、中央に陣取ることになった。

　アルノルトに恥をかかせるのは忍びないけれど、これは大きなチャンスだ。ダンスはからっきし苦手だから、普通に踊ってもひどいありさまだ。きっとアルノルトもわたしの情けない姿に呆れてくれるだろう。

　好き勝手に踊ってアルノルト様を困らせてみせるわ！

　そう決意して、足を踏み出した。それなのに……。

　アルノルトのダンスは、完璧どころか超越していた。

　リズム感の悪いわたしの動きが後おくれたりよろけたりしても、しっかり背中を支えてリードしてくれる。間違えて反対方向へ足を出すとクイッと引き戻されて、まるで小粋なステップを踏んだかのようになる。
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　しかもアルノルトは甘い微笑みを崩すことなく、余裕綽々しゃくしゃくだ。

　どうしてこんなにダンスが上手なんだろうかと翻弄されているうちに曲が終わった。

　すると周りに人だかりができた。女性がアルノルトに秋波を送っているだけでなく、どういうわけか男性が数人、こちらに熱い視線を送っている気がする。

　しかしここでアルノルトが、わたしを隠すように腕の中に閉じ込めた。

「すまない。私は妻としか踊らない」

　大勢の人の前で緩く抱きしめられたことが恥ずかしくていますぐ逃げ出したいのに、二曲目の演奏が始まった。

「エミィ、顔が真っ赤だ。かわいいね」

　耳元で囁かれて胸の鼓動が跳ね上がる。

　困らせてやろうと思っていたはずなのに、アルノルトにいいようにやられている気がして悔しい。

「他の方と踊らないのですか？」

「片時も離れないと言っただろう」

　甘い微笑みを返されて、再び完璧なリードに翻弄されているうちに二曲目も終了した。

「休憩しよう。喉が渇いただろう？」

　アルノルトは、すっかり息が上がったわたしの背中を優しく押して、スマートにダンスフロアから離れた。

　果実酒で喉を潤していると、アルノルトが焼き菓子はいらないか、フルーツのほうがいいかと甲斐甲斐しく世話を焼こうとする。

　ダンスの上手さといい、この人は女性の扱いに慣れている気がする。そのことになんだかモヤっとした。

「アルノルト様は、いつもどなたとダンスを踊ってらっしゃるのかしら。随分とお上手ですね」

　嫌味っぽい言い方になったのは、アルコールのせいかもしれない。

　アルノルトがにっこり笑って首を傾げる。

「学生時代のダンスの授業以来だ」

　嘘でしょ!?

「体幹がしっかりしていてリズム感も素晴らしいと教師に褒められたんだ。素質があるんだろうな」

　それが本当なら、素質ありすぎですって！

　おまけにドヤ顔まで麗しいとは反則だ。

「とても楽しいダンスだった。もっと早くエミィと一緒に夜会に参加すればよかったな。また来よう」

「でもアルノルト様はこれまで、わたしに触れようともしなかったじゃないですか」

　また責めるような言い方になってしまった。どうやらわたしは、だいぶ酔っているらしい。

「それはエミィが嫌がったからだろう」

　嫌がったことなんて、あったかしら……？

　いつのことだろうと懸命に思い出そうとしたけれど、思い当たる節がない。

「そんなこと、ありましたっけ？」

「抱きしめようとすると体を固くして身構えるじゃないか、いつだって」

　なんだ、そんなことかと笑いがこみ上げてくる。

　それならたしかに結婚当初に何度かあった。アルノルトが手を伸ばしてきて、こちらが身構えると、彼がスッと離れていく。そのたびに寂しいと思っていたのは、わたしだけではなかったようだ。

「それは誤解です。アルノルト様は力が強いから、構えていないと苦しくて息ができなくなるんです」

　くすくす笑いながら正直に打ち明けた。

「なんだ！　そういうことだったのか！」

　彼が指先でつまんでいたクッキーが砕けた。

　ほら、だからそれですよ！

　普段屈強な騎士たちと接しているせいで、アルノルトは力の加減がわからなくなっているのだと思う。

　一昨日わたしが、殺す気かと言ったのはそういうことだと説明すると、アルノルトは脱力したようなため息をついた。

「嫌がられているんだとばかり思っていた」

　そして、ちょっと拗ねたような顔をこちらへ向ける。

「だからずっと、触れたくても触れられなかったんだ」

　心臓がドキンと跳ねた。

　わたしと必要以上に顔を合わせないようにしていたのは、触れたい衝動を抑えるためだったってこと？

　それではまるで……最初からわたしたちは相思相愛だったのに、互いに勘違いしてすれ違っていたみたいではないか。

　これも別人格の設定なの？　それとも……？

　わたしたちは、これまでの二年間が嘘のように素直な気持ちを語り合った。

　アルノルト・テイラー次期公爵の妻エマが、華々しく社交界デビューを果たした。エマはダンスがとても上手で堂々としており、アルノルトはそんな妻のことを溺愛している――この夜からさっそくそんな噂が王都を駆け巡ったことなど、わたしは知る由もなかった。






　帰りの馬車では、熱っぽくアルノルトに迫られた。

「エミィ、愛してる。もう一度やり直さないか。最初から」

「最初からとは、どこからですか？」

「エミィの望むところから。恋人からでもいいし、初夜からでも」

　アルノルトがこのまま元に戻らないという前提で考えてもいいんだろうか。

　どう答えたらいいかわからず視線を彷徨わせる。

「よく考えてから返事をしてほしい」

　顔だけでなく、体中が熱い。

　公爵邸に一緒に帰ろうと誘われたが、ゆっくり考えたいからと固辞して自分の屋敷の前で降ろしてもらった。

「明日も花を届けるから」

　名残惜しそうにわたしの頬を撫で、アルノルトは帰っていった。

　惜しみなく一途に愛情を注いでくれるいまのアルノルトとなら、上手くやっていけるはずだ。喉がつかえたようになることもなく、こちらも素直な気持ちを伝えられるだろう。

　胸の高鳴りがなかなかおさまらないまま、眠れぬ夜を過ごした。






　翌朝、アルノルトは約束通り、またバラの花束を携えて訪ねてきた。

「おはようございます！」

　元気よく出迎えるわたしとは対照的に、アルノルトの反応が薄い。

「ああ……おはよう」

　笑顔も挨拶もぎこちない。その様子ですぐに気が付いた。

「元に戻ったのですね？」

　アルノルトが、長いまつ毛を伏せてこくりと頷く。

　元に戻ったのに花束を持ってここへやって来たのは、別人格だった時の記憶が残っている証拠だ。ということは、わたしに向かってさんざん「愛してる」と甘い言葉を吐き続けたことも、当然覚えているだろう。

　いまの彼にとってそれは、消し去りたい記憶に違いない。

　見ているこちらの方がいたたまれない気持ちになる。

「承知いたしました。それでは当初の予定通り、離縁状の提出をお願いします」

　どうにか口角を上げて事務的に告げる。

「いや、待ってくれ……」

「アルノルト様、なにも問題ございません。提出後の報告もしていただかなくて結構です」

　謝罪などしてほしくない。だからアルノルトの言葉を途中で遮った。

「せっかくなので、お花はいただいておきますね。では失礼します」

　これ以上顔を合わせていたら泣いてしまいそうだ。

　まだなにか言いたそうにしているアルノルトを振り切ってドアを閉め、あえて大きな音が出るように勢いよく鍵をかける。

　アルノルトがドアの向こう側に立っている気配が続いていたが、しばらくして立ち去っていく足音が聞こえた。その音が聞こえなくなるのを待って、ふうっと大きく息を吐いた。

　アルノルトが別人格のままでいてくれたら――そんな虫のいいことを考えていた自分が恥ずかしい。

　最後にいい思い出をもらった。そう思えばいい。

　自分自身にいくらそう言い聞かせようとしても胸が締め付けられるように苦しくて、涙があふれて止まらない。

　バラの花束を胸に抱えて、泣き続けた。

　涙が枯れるまでひとしきり泣いて、この日は上うわの空のまま過ごした。

　頭を空っぽにして夕食の支度を始めたのはよかったが、やたらとたくさん作ってしまった。わたしひとりで食べ切るには量が多すぎる。

　これではまるで、今日もアルノルトと一緒に食事することを期待しているみたいではないか。

　わたしはなにをしているんだろう。

　そんなことを考えていた時、ドアノッカーの音が聞こえた。弾かれたように振り返ると、急いで玄関に向かう。

　来てくれた！

　嬉しさのあまり、覗き窓から来客を確認するのを怠ってしまった。ドアの向こうに立っているのは、アルノルトに違いないと信じていたのだ。

「アルノルト様……え？」

　笑顔で名を呼びながらドアを開けると、そこに立っていたのは見知らぬ人相の悪い二人組の男だった。

　逃げることも叫び声をあげることもできないまま口を布で塞がれ、視界が暗転した――。

















第四章　副長は溺愛がすぎますよう　～レイヴィスＳｉｄｅ～












　時は遡って、二年前の闘技大会翌日、騎士団の執務室にて――。






「レイヴィス、昨日の闘技大会の一回戦の相手だが……」

　朝からテイラー副長の様子がどこかソワソワしていておかしい。なにか気になることがあるようだ。

「さんざんでしたよう。僕、いきなり体格差のある先輩と当たって、風を起こしてもビクともしないから簡単にのされました」

「おまえの対戦相手など知るか！」

　なぜか怒られた。優勝おめでとうございますなら、すでに昨日伝えたはずなのに。

「俺の対戦相手の話だ」

「ああ、見てました！　剣を放り投げちゃったあの人のことですね」

　参加者の名簿を引っ張り出して確認する。

「エドワード・ローレンスさんですね」

「ローレンス……ローレンス男爵か。仕事を調整しろ。明日か明後日、謝罪のためローレンス領へ行ってくる」

　ええっ!?

　闘技大会は怪我がつきものだから、互いに恨みっこなしのルールだ。しかも剣を飛ばしたのは副長ではなく相手の方だったし、なぜわざわざ謝罪に赴く必要があるんだろうか。

　無茶言わないでくださいよう！　どれだけ事務仕事がたまっていると……と言おうとして、思いとどまった。

　いつもしかめっ面しかしない副長が、ふと口元を緩ませたからだ。

　そして机の引き出しを開けると、とても大切な宝物でも扱っているかのような手つきでなにかを取り出した。ひと房の髪の毛だ。ピンクベージュの髪を水色のリボンで結んでまとめてある。

　ああ、わかった。僕、わかっちゃいました！

「承知しました。お任せください、なんとしてでも調整してみせますっ！」

　副長は、あのかわいい子に恋をしているんだ！

　僕は副長の恋を叶えるべく猛烈に頑張って事務仕事を手伝い、翌々日にどうにか丸一日予定を空けることに成功した。

　世間では、聖女様がもうしばらく活躍するまで結婚を待っているとまことしやかに噂されている副長だが、僕は知っている。副長は、サンドラにはまったく興味がないってことを。

　それに対してサンドラのほうは、副長の恋人気取りだ。騎士団の所属ではないのに、なにかと理由をつけては副長の周りをウロついている。彼のことを親しげに「アル」と呼び、自分のことは「サンディって呼んでくれないと嫌っ」と、拗ねてみせる。

　どうして皆がサンドラに甘いのか。それには理由がある。

　癒しの石の力は、メンタルに左右される傾向が強いらしい。偉大な聖職者になるには、安定した強いメンタルと確固たる自信が必要で、サンドラはその資質を兼ね備えているからこそ、最も力のある聖女として活躍している。だから、彼女の気分を害するようなことをしてはならない暗黙のルールがあると、先輩から聞いた。

　そのことと、わがままをなんでも聞いて甘やかすのはちょっと違うんじゃないかと思うけれど、新人の僕がケチをつけられるような話ではないから黙っている。

　性格はノーコメントとして、見た目よし、家柄よし、石の能力よしの大型優良物件である副長を狙っているのは、サンドラだけではない。王族の護衛として夜会に参加すると、副長の周りには令嬢たちの人だかりができる。

「仕事で来ていますので」

　と、彼女たちをつれなくあしらう姿が「またいい」らしい。

　そんな、女性に一切興味のなさそうだった副長の恋を応援しようと心に誓った。






　ローレンス領から戻ってきた副長が、なぜか浮かない顔をしている。

　まさか、この大型優良物件がフラれたのか!?

「泣きそうな顔をしていた……」

　乾いた土を握って干ばつを憂いている姿や、空元気を出して「髪はすぐに伸びるから」と笑った想い人の様子に胸を打たれたらしい。

　ますます好きになっちゃったんですね？

「なあんだ、だったら井戸堀りを手伝ってアピールしたらどうです？」

　冗談のつもりだったのに副長の目が輝きだした。嫌な予感がしたが、もう遅い。

「来週一週間、重要任務のない団員を集めろ。井戸建設の勉強会の手配もだ。ローレンス領に井戸を建設しに行くぞ！」

　えぇぇぇっ!?

　そこからは本当に大変だった。仕事の調整で各方面に頭を下げまくり、資材の調達や勉強会の手配に奔走し、有志を募るために騎士団の先輩に声をかけまくった。

「副長の恋を応援しましょうよう！　あの人が結婚したら、やっと僕らにもお鉢が回ってきますよ！」

　説得の甲斐あって、若手の独身団員二十名が参加してくれることとなった。

　間近で見るエマ・ローレンスは、副長が一目惚れしてしまうのも納得のかわいらしさと芯の強さを兼ね備えていた。

　独占欲をむき出しにして僕たちを牽制しまくる副長の様子を、意味がわからないという風に首を傾げている天然っぷりも、また微笑ましい。

「ああいう天然系の子には、はっきり言わないと伝わりませんよ。兄が、結婚は勢いが大事だって言っていました」

　このアドバイスがどこまで効果的だったのかわからないが、副長はなんといきなりエマにプロポーズした。

　正直、頻繁に仕事を休まれても困るし、もう一度井戸建設をと言われるのも勘弁してほしい。だから、異議は唱えなかったけれど、いくらなんでも急ぎすぎたのかもしれない。

　まさか二年で離婚の話が持ち上がるだなんて、この時は想像もしていなかった。






　結婚式の翌日、本来ならば休暇のはずの副長が険しい顔で出勤してきて驚いた。

　もしや、初夜が上手くいかなかったんですか!?　とは、さすがの僕でも聞けない。

「昨日の結婚式で不届きな発言をした参列者を探し出せ」

　怖いっ！　冷気が漂ってますよ！

　末席で参列していた僕には聞こえなかったが、どうやらローレンス家を揶揄するようなことを、わざと聞こえるように言った不届き者がいるらしい。

　参列者の名簿と席次表を入手し、どのあたりから聞こえたかを確認した。聞き込み調査を続けて候補者を徐々に絞っていき、特定できたのが半日後のことだった。

　発言をしたふたりは夜会で副長を狙っていた令嬢の母親たちで、ただのやっかみだった。しかし、副長を怒らせたのは非常にマズい。

　調査経緯と相手の家名を伝えると、副長はその夫人たちの夫のもとへ順番に赴いたらしい。「私の妻を馬鹿にする発言は、テイラー公爵家に喧嘩を売っていると捉えてもいいか」という脅し文句を携えて。

　副長が去った後の室内には、凍えるほどの冷気が漂っていたという。






　副長は間違いなくエマを溺愛している。口下手なせいで、いまいちエマには伝わっていないようだが。

　エマに水脈探しの依頼が来た時も、付き添いたいと言ってきかなかった。予算関係の決済事務が立て込んでいる時期で、カーネル領へ行く前日は夜中まで仕事をして、終わりそうにない分はカーネル領まで持参することにした。副長は、僕が帰った後も徹夜で仕事を続けていたらしい。

　なんとなくギクシャクしている夫婦だけれど、副長もエマも互いのことを慕い、大切に思っているのは間違いない。

　そこに横恋慕を入れ続けているのはサンドラだ。

　副長が独身だった頃に恋人であるかのように振る舞っていたのはまだいいとして、結婚後も諦めていないところが恐ろしい。

　副長がローレンス領へ井戸掘りに行った時、彼女はちょうど神殿の祭礼と重なってどうしても王都を離れるわけにはいかない状況だった。戻ってきた副長に、エマと結婚すると告げられた彼女は、怒りでも悲しみでもなく、驚きの表情を浮かべた。

「どうして？」

　その呟きには、アルノルトと結婚するのは自分のはずなのに、なにか信じがたいことが起きているという、彼女の大きな勘違いがにじみ出ていた。

　この時に副長がはっきり、エマを愛しているのだと言えばいいものを、メンタル面を心配するあまり、ろくすっぽ説明しないのがいけなかったんだと思う。

　そこからサンドラの副長への執着が、密かにエスカレートしはじめた。

　副長がエマの水脈探しに同行するたびに、聖女巡礼の名目でついてくる。王都から離れた領地に聖女が赴くことなどほとんどないため、サンドラが来ればそれだけで領主も領民も諸手を挙げて喜ぶのは仕方ないだろう。

　サンドラの厄介なところは、一見すると非の打ち所のない聖女様であることだ。

　癒しの能力は間違いなくピカイチだし、美しい容姿は女神様そのもの。公爵家の令嬢なだけあって立ち居振る舞いも洗練されている。

　しかし、付き人として副長から一番近い位置で見ていた僕は知っている。

　表向き慈悲深く献身的な聖女であるサンドラが、エマに対してだけ強い敵意や蔑みを込めた視線を送ることを。そして副長が、サンドラの気分を害してはならない不文律と、エマを守りたい気持ちの板挟みで苦悩していることも。

　カーネル領では、王宮で大事な会議が控えている関係で、早朝に出立しなければならなかった。

　副長がなかなか起きてこないため夫婦で泊まっている客間を覗くと、副長はエマを懐に抱いて眠っていた。邪魔するのが忍びないと思いつつ心を鬼にして起こしたら、とんでもなく怖い目で睨まれた。

　帰りの道中もずっと

「エマのかわいい寝顔を見たな？」

　と高圧的な尋問を受け続け、

「見てません！　一切、見ておりませんっ！」

　と、首を横に振り続けた。

　もしもあそこで、しっかり見たし最高にかわいい寝顔だったと認めてしまったら、氷漬けにされていたに違いない。






　エマの水脈探しは、彼女の実直な人柄と仕事ぶりで好評を博し、依頼が殺到している。

　水源に困っていなさそうな領地からも依頼があるのは、エマとセットで必ずサンドラが来ると噂になっているからだ。水ではなく、聖女目当てであることがバレバレだ。

　だから副長は依頼の大半を自己判断で断り、本当に水脈探しが必要だと思われる案件のみエマに打診している。「断ってくれていい」という、かなり後ろ向きな言い方で。

　そんな裏事情を知らないエマは、依頼を喜んで引き受けて真面目に水脈探しをこなしていく。僕は出来る限りふたりがすれ違わないようにとフォローしているつもりだが、いかんせん、副長の言葉が足りないにもほどがある。

　どうしたものかと思っていた矢先、マクロード男爵領での水脈探し中に事故が起きた。

　邸宅の一室を借りて事務仕事をしている途中、窓の外で突如上がった水柱を見てなにか大変なことが起きていると確信した。馬を借り、住宅街を慰問していたサンドラを連れて現場に急行してみると、水ではなく熱湯が噴き上がっているではないか。

　すぐ近くに火傷を負ったマクロード男爵がハンカチで顔を押さえて座っている。副長は氷の能力でどうにか熱湯を抑えようと奮闘し、少し離れた場所ではエマが呆然と立ち尽くしていた。

　どうにか事態を収束させたが、エマの落ち込みようはひどいものだった。こういう時は、人目やサンドラのことなど気にせずエマを抱きしめて慰めてあげればいいものを、副長は飄々と事後処理をしている。

　とんだ朴念仁だ。

「このあたりの土地は、熱湯が出やすいみたいですよ。あの山の麓にコバルトブルーの湖があるんですけど、水じゃなくて瞬時に人が溶けるほどの熱湯らしいです」

　間借りしている書斎の棚に並んでいたマクロード領の概要をまとめた本をなにげなく読んでみたら、そう書いてあった。その内容を副長に報告する。

　マクロード男爵は、当然そんな土地だと知っていながら、聖女目当てで水脈探しを依頼したのだろう。迷惑な話だ。副長とて、すべての嘘を見抜けるわけではない。

「とても綺麗な湖のようだから、エマ様と行かれてはどうです？　熱湯が出たのは不可抗力だったって慰めてあげてください」

　そう提案すると副長は小さく頷いた。

　しかし、せっかくお膳立てをしたデートは実現しなかった。驚いたことに、エマが副長に離婚を迫ったのだ。






「本当に離婚しちゃうんですか？」

「仕方ない。エマがそれを望んでいるのなら、叶えてやるしかない」

　絶対に両思いだと思うんだけどなあ……と言ったところで無駄だろう。一度言い出したことは曲げない頑固な人だから。

「じゃあ、僕がエマ様に言い寄っても文句言わないでくださいね？」

　焚きつけるつもりでそう言った途端、副長に胸ぐらを掴まれた。おまけにブーツのつま先が凍り始めているではないか。怖いっ！

「冗談ですよう！」

「エマは誰にも渡さない。離婚して一旦リセットしてから、もう一度やり直すだけだ！」

　どうやら今度はもっと段階を踏んで、エマに好きになってもらうつもりらしい。一足飛びに結婚したことに関しては、急かすようなアドバイスをした僕にも責任がある。だから、まあ頑張ってくださいと応援するしかないだろう。

　ところが、頭を強打した副長の言動が、これまでとは正反対になったのだ。

「絶対に離婚などしない！」

　そう言い張って、記入済みの離縁状を破ろうとするのを他の騎士と三人がかりでどうにか止めたが、全員髪が凍って大変だった。

　医務室で副長の治癒を施したサンドラも、この姿に驚いている様子だった。

　その後も、事務仕事はできるものの、二言目には「エマに会いたい」「早く帰りたい」と言う始末で使い物にならない。ひとりで帰邸させるのは心配なため屋敷まで送ることになったのはいいけれど、テイラー公爵家ではなくエマの家に帰ると言って聞かず、またひと悶着あった。

　どうなることかと思ったが、二日間の休暇を終えて出勤してきた副長は、元の副長に戻っていた。それならば、いよいよ離縁状を提出するのだろう。

　しかしいまは、その件に関してゆっくり話をする余裕がないほど騎士団がバタついている。

　昨夜遂行された盗賊の討伐作戦が激しい抵抗にあって難航したようだ。明け方までかかってどうにか制圧したものの、作戦参加者に多数の怪我人が出ていた。

　治療のため、神殿から癒しの力を使える聖職者が数名やって来た。その中にはもちろんサンドラもいる。

「サンドラ様！　お願いします！」

「こちらもお願いします！」

　あちこちからサンドラを呼ぶ声がかかるのに、彼女の表情はこわばり顔色も悪い。

　右腕に大きな切り傷を負った騎士の傍らに跪き手をかざしたが、いつものやわらかい光が現れない。

　それに気付いたサンドラの周囲が、どういうことだとザワつきはじめる。

「嫌よっ。こんなの、あんまりだわ！」

　突然、サンドラが立ち上がって叫んだ。

　いつも自信満々だったサンドラが、全身を戦慄わななかせ副長を睨みつけている。そんな彼女を騎士団長が部屋から連れ出し、程なくして副長が呼ばれた。

　副長の後をこっそり追いかける。騎士団はいま怪我人でバタバタしているため、ドアの外で聞き耳を立てていても見とがめられることはない。

　団長室からサンドラと副長のやり取りが聞こえてきた。

「やっとアルと結婚できると思っていたのに。ひどいわ！」

「すまない。それはできない」

「まだあの女に脅されているの？」

「違うんだ、サンディ。俺はエマを愛している。それだけだ」

　わあぁぁっと泣き叫ぶサンドラの声を聞きながら、そっとドアから離れた。

　ほかの聖職者のおかげで怪我人の治療が一通り終わった頃、副長が沈んだ顔で戻ってきた。

「まさか禁術を使っていたなんて……」

　イスにドカッと座ると、大きなため息をついている。

「禁術？」

　聞き返したが、詳細は教えてもらえなかった。

　禁術に関しては国家の上層部しか情報を共有できない機密事項らしい。ただ、副長がかいつまんで語ってくれた話によれば、その禁術とやらをサンドラが副長に対して使ったというのだ。

　ここ数日、副長の言動がおかしかったのはそのせいで、時間が経過して術が自然に解けたから元に戻ったらしい。

　そして、禁術を使用した代償として、サンドラはどうやら癒しの石の能力を失ったようだ。

「性格が真逆になるとか、そんな禁術があるんですか？」

　改めて尋ねたが、詳細は教えられないと突っぱねられた。

　サンドラは、自分は悪くない、こんなはずないと喚き続け、連絡を受けて迎えに来た父親のハーパー公爵が連れ帰った。

　結局そんなドタバタで、離縁状を神殿へ提出しに行く時間がないまま夜になってしまった。

「とにかくエマ様に、このことを説明しに行きましょう」

　副長と連れだってエマの屋敷を訪ねたが、どうも様子がおかしい。玄関のドアには鍵がかかっておらず、灯りもついていない。

　戸締りもせずこんな時間に出かけているんだろうかと首を傾げた時、二階から物音が聞こえた。

「エマ？」

　副長が呼びかけても返事はなく、音がピタリとやむ。

　おそらく二階にいるのはエマではない。目配せし合って副長は階段へ向かい、僕は屋敷の外へ出た。

　窓から逃げ出そうとすれば捕まえてやる！

　腰の剣を抜いて待ち構えていたが、僕の見せ場はこなかった。屋敷の中でガタンと大きな音がした後、許しを請う男の声が響く。

　中へ入り二階へ駆け上がると、人相の悪い細身の男を副長が締め上げていた。

「エマはどこだ！」

　細身の男が握っていたツルハシを落とす。柄に水の石が光っているからエマのツルハシだ。ただの泥棒ではなく、エマの姿がない理由を知っているに違いない。

「言わないのなら、全身の血が沸騰するか凍り付くか、どちらか選べ」

　凄まじい殺気を放ちながら副長が低い声で脅している。

「お、お助けをっ！」

　本当に殺されると思ったのだろう。男はガクガク震えながらあっさり白状した。

　身代金目的でエマを誘拐したこととアジトの場所を聞き出し、男を縛り上げる。

「応援を呼んできます！　副長はこのままここで待機していてください！」

　副長と男を残し、大急ぎで騎士団に引き返した。

















第五章　もう他人のはずですが












「エマ・テイラーに間違いないな？」

「はい」

　男たちの低い声が聞こえて、わたしは重い瞼を開けた。

「よし、テイラー公爵家に連絡をとれ」

　ぼんやりしていた視界が徐々にクリアになっていく。どこかの小屋の、藁の上に寝かされているようだ。

　体を動かすと藁がガサガサ音を立て、小さなテーブルを囲んでいた男たちが一斉にこちらを向いた。

「あの……ここはどこでしょうか？」

「ハッ、なかなか肝が据わってるじゃねえか」

　黒髪で髭面の大男が近づいてくる。

「身代金さえもらえば解放してやるから、おとなしくしておくことだな」

　なんてこと！　わたし、誘拐されたのね？

　両腕は後ろ手に縛られ、足には重りの鉄球がついた足枷がはめられている。

　アルノルトだと思い込んで、よく確認もせずにドアを開けた軽率な自分が情けない。

「公爵家に、いくらふっかける？」

　髭面の男が仲間を振り返ってガハハと笑う。

「テイラー公爵家は相当な金持ちですぜ、ボス」

　どうやらこの髭面が、誘拐犯グループのボスのようだ。

「盛り上がっていらっしゃるところすみません……非常に申し上げにくいのですが……」

　男たちが再びこちらを向いた。

「なんだ、言ってみろ」

「アルノルト様とはもう離婚していますので、わたしはテイラー公爵家のゆかりの者ではございません」

　だから身代金は出してもらえないだろう。実家のローレンス家に期待するのもまず無理だ。貧乏だもの。

「どういうことだ!?」

　ボスが低い声でテーブルの男たちを睨む。

　慌てた手下のひとりが、こちらへ寄ってきた。ドアの外に立っていた、わたしに薬を嗅がせた細身の男だ。

「いつ離婚したんだ。あの家はテイラー公爵の所有で、あんたは嫁のエマに間違いないだろう？」

「一日遅かったですね、本日離婚しました。現在あの屋敷の所有者は、エマ・ローレンスに変わっています。離婚の財産分与でいただいたのです」

　男は、なんてこったと頭を抱える。

　ボスの顔がますます険しくなった。

「嘘をつくとロクなことにならねえぜ？」

　離婚が成立していてテイラー公爵家に迷惑がかからないのは喜ばしい。でも、身代金が受け取れないとなると、人質のわたしはどうなってしまうんだろう。殺されるか娼館に売られるかのどちらかだろうか。

「嘘ではございません。屋敷の所有者を調べてください。それに、わたしの寝室には離縁状の控えもあります。アルノルト様は、サンドラ様と再婚するためにわたしと離婚したのです」

　すべて本当のことだ。

「だって、次期公爵の妻が、ドアノッカーが鳴ったからといって自ら応対するはずがないでしょう？」

　手下たちが、それもそうだなという顔で目配せし合っている。しかしボスはまだ疑わしそうな表情だ。

「たしかにアルノルト・テイラーが聖女と浮気しているって噂は聞いたことがある。だが俺たちはなあ、昨日あんたが夫婦そろって仲睦まじく夜会に参加したことを知ってるんだぜ？」

　ハッと息を呑む。

　素敵なドレスを作ってもらい、アルノルトとぴったり体を寄せ合って夜会に参加した昨夜の光景が蘇ってくる。あれからまだ一日しか経っていないのに、遠い昔のことのようだ。

　アルノルトに『愛してる。もう一度やり直そう』と言ってもらった時、とても幸せだった。いまこんな目に遭っているのは、アルノルトが元に戻らずこのままでいてくれたらと願ってしまった罰だろう。

「あれが……離婚前の……最後の思い出だったのです」

　涙がほろりとこぼれた。

　手を縛られているため、涙がどんどんあふれて頬を伝って落ちる。

　それを、細身の男が擦り切れたシャツの袖で優しく拭ってくれた。

　もしかして同情してくれたんだろうか。

　だとしたらチャンスだ。泣いている場合ではない。

「あの！　わたし、お金はありませんが水脈探しができます！　一緒に水脈探しビジネスをしませんか!?」

　いきなりの提案に、男たちがポカンとしている。

「この国は生活用水が豊富ですが、世界には水に困っている地域がたくさんあるんです！」

　これは咄嗟の思いつきではなく、誰にも言わずにひとりで考えていた構想だ。フィローニア王国で水の石が重宝されることは、この先もないだろう。だったら必要としてくれる場所を探せばいい。もうこの国にとどまっている理由はないかもしれない。その準備が整ったら、あの屋敷はアルノルトに返そうと考えていたところだった。

　娼館に売り飛ばすよりも利用価値があると、この男たちに思わせなければならない。

「それにわたし、熱湯だって見つけられるんです！」

　大失態だったあの一件だって、すごいことのようにアピールしてみせた。

「熱湯？　なんだそりゃ」

　ボスが怪訝な顔で聞き返してくる。

「二カ月前の、マクロード男爵領での熱湯事件を御存知ではありませんか？　あれは、わたしが掘り当てたんです！」

　どんな反応が返ってくるか内心ドキドキだ。ここでやっぱり使えないとなったら、殺されるかもしれない。

　しかしそんな不安をおくびにも出さず、真っすぐボスを見つめる。

「ボス！　温泉ですよ、それ！」

　手下のひとりが言う。

「マクロード領でいま流行ってるあれか！　怪我とか持病が治るって評判の！」

　え、温泉？　なんですかそれは……？

「温泉に浸かれば、肌もツルツルになるらしいですぜ！」

　手下たちが口々に温泉について興奮気味に語っている。

　もしかするとあの熱湯は、神秘的な効果があるものだったのかもしれない。

「そ、そうです。それです！」

　半信半疑だったが、知ったかぶりしてみた。

「水脈ビジネスと温泉ビジネスで儲けましょう！」

　前のめりで言うわたしを、ボスが怖い顔で見下ろしている。

「おまえ、なんでそんなに乗り気なんだ。俺たちから逃げ出したいって思わねえのか？」

　正直に言えば、もちろん逃げ出したい。でもそれが叶わないなら、この状況を自分にとって大きなチャンスに変えたいと思っているだけだ。

「ピンチはチャンスって言いますから。それに……アルノルト様とサンドラ様が幸せな家庭を築いていく様子を見せつけられるのは、さすがに辛いんです。だから、あなたたちを利用させてください」

　髭をなでながらしばらく考えていたボスが口を開く。

「わかった。じゃあ、まずその水脈探しとやらを見せてみろ。判断はそれからだ」

「屋敷に置いてあるツルハシがないとできません」

　水の石のネックレスなら身に着けているけれど、あのツルハシがないと水脈を見つけても「ここの地面の深い位置に水が流れています」と言うだけでは、信じてもらえないだろう。

　ボスが目をギロリと光らせる。

「おまえに行かせるわけにはいかねえ。誰か取ってこい」

　細身の男がツルハシを取りに行くこととなった。ついでに離縁状の控えも持ってくるようお願いした。あれを見せれば、ボスもわたしを信用してくれるだろう。

　この小屋が王都からどれぐらい離れた場所にあるのか、いま何時ごろなのかもよくわからない。

　小窓から見える外の景色が、目を覚ました時の薄闇から真っ暗闇に変化しているから、夜であることは間違いない。

　男たちは見張りを交代しながら酒を酌み交わしている。

　水脈探しは夜が明けてからになるだろう。

　今夜は両手を縛られたまま藁の上で寝ることになると覚悟した時だった。

　にわかに小屋の外が騒がしくなった。

「誰だ！」

「やっちまえ！」

　怒号が聞こえる。

　ツルハシを取りに行った細身の男が戻ってきたわけではないらしい。

　小屋の中にいる男たちが一斉に立ち上がり、腰のナイフや剣を抜いて外へ出ていく。

　ボスが怖い顔でこちらへ手を伸ばし、わたしを脇に抱えた。そのまま小窓から外の様子を覗いている。

　わたしも首を回して外を見た。

　あれは――!?

　心臓が止まるかと思うほど驚いた。

　たいまつの灯りでぼんやりとしか見えないが、あれはアルノルトに違いない。手下の男たちに囲まれて剣を構えている。

　どうして――。

　男たちが一斉にアルノルトに襲いかかる。見ていられなくて目を瞑り、顔をそむけた。

　剣同士がぶつかり合う金属音と叫び声が聞こえる。

「たったひとりに、なに苦戦していやがる」

　舌打ちしたボスに突き飛ばされ、自由の利かないわたしはその場に倒れた。

「あれはアルノルト・テイラーだろう？　離婚したなんて、よくも嘘つきやがったな！」

　怒りの形相で足を踏み鳴らしながらドアへ向かったボスは、

「おとなしくここにいろ。話は後だ」

　と言い残して外へ出た。

　外側から小屋のドアが施錠される音が聞こえる。倒れたまま体を起こすことすらできない。

　アルノルトはどうしてひとりでここへやって来たのだろう。騎士団の仕事として誘拐事件を捜査していたにしては、早すぎる。

　捜査の手が及ぶ前に、わたしは自らの意志でひっそり姿を消そうと思っていたのに……。

　なにもできない自分を歯がゆく思いながら、ただアルノルトの無事を祈り続けた。

　しばらくして、外の怒号がやんで静かになった。

　ドンッ！　ドン！　と、誰かがドアに体当たりしている。

　固唾をのんで見守る中、壊れたドアから姿を現したのはアルノルトだった。

「エマ！」

　倒れているわたしを見つけると、アルノルトが泣きだしそうに顔を歪めて駆け寄ってくる。

　体を起こされると、そのままぎゅうっと抱きしめられた。

「アルノルト様……申し訳ありません」

「謝らないといけないのは、俺の方だ」

　頭を優しく撫でてからアルノルトが体を離す。そして、後ろ手に縛っていた縄をナイフで切ってくれた。

「ありがとうございます」

　わたしの手首に残る赤黒い縄の痕を指でなぞり、またアルノルトが顔を歪める。

　次に足枷を外そうとしてくれたが、金属の丈夫な鎖でなかなか外れない。鍵を見つけなければ無理かも……そう思って顔を上げた時だった。

　視界の端でなにかが動いた気がして目を向けると、頭から血をダラダラ流したボスが巨体を揺らしながら酒瓶を振り上げているではないか。

「危ないっ!!」

　叫んだが遅かった。

　後頭部を殴られたアルノルトが気を失って倒れる。

「アルノルト様！」

　ボスがフンッと鼻を鳴らした。

「ざまあねえなあ、副長さんよお。ここで夫婦仲良く死んでもらおうか」

　外のたいまつを投げ入れたボスが小屋を出ていった。

　たいまつの炎が藁に燃え移り、小屋の壁と柱を伝ってあっという間に屋根まで燃え広がっていく。

　どうしてわたしはいつも、アルノルトに迷惑ばかりかけてしまうんだろう。

「アルノルト様！　目を開けてください！」

　揺り動かしても反応がない。

　足枷をされている状態では、気を失っているアルノルトを引き摺って外へ逃げることなど到底できない。

　必死に名前を呼ぶ間にも、火はどんどん広がっている。

　一か八かで水を飲ませてみようか。

　ネックレスの水の石を握りしめて集中すると、水が滴り落ちてきた。それを手のひらに溜めて口に含み、アルノルトに覆いかぶさって口移しで喉の奥へと流す。
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「う……っ」

　アルノルトが身じろぎする。

「アルノルト様！」

　呼びかけると、長いまつ毛が微かに震えて瞼が開いた。

　殴打された後頭部を押さえながら体を起こしたアルノルトが視線を巡らし、いまどういう状況かを瞬時に把握した様子で身構えた。

　燃え盛る屋根がいまにも落ちてきそうだ。

「アルノルト様、急いで逃げてください！　早くっ！」

　わたしを連れていこうとしたら間に合わない。どうか、あなただけでも助かってとアルノルトの肩を押そうとした手を取られて引き寄せられる。

「ダメだ、ひとりで逃げても意味がない。エミィ、愛してる」

　アルノルトが強い力でわたしを抱きしめる。

　どうしてわたしのことをまだ「エミィ」と呼ぶの？

　屋根を支えていた梁がついに崩れ、真っ赤な炎を纏いながらわたしたちの上に落ちてくる様子を見ながら、そんなことを思った――。






　おかしい。

　咄嗟に目をギュッと瞑り、襲ってくるであろう衝撃と熱を覚悟したのに、なにもない。

　感じるのは、アルノルトにぎゅうぎゅう抱きしめられている息苦しさと、ひんやりした冷気だ。

　まさか、痛みや苦しみを感じることなく死んだのだろうか……？

　おそるおそる目を開けてみると、驚いたことにわたしたちは半透明でキラキラ光る壁に覆われたドーム状の空間にいた。

　これは……氷!?

　その外側では、まだ赤い炎が燃え盛る様子と、数名の人らしき影がせわしなく動いている様子がぼんやりと見える。

「アルノルト様？」

　これは、アルノルトの氷の力だろうか。

「エミィ、動かないでくれ。いま集中が切れるとマズい」

「はい」

　頬をアルノルトの胸に摺りよせ、息を殺しておとなしくする。

　わたしを安心させるように背中を撫でてくれているが、アルノルトの息遣いは苦しそうだ。炎に包まれながら氷の壁を維持し続けるには、どれほどの気力が必要なんだろうか。

　外側からも消火活動が行われたようで、小屋の火事は思いのほか早く鎮火した。わたしたちを守っていた氷のドームにひびが入り、バリッと音を立てて崩れ落ちる。

　顔を上げてアルノルトの肩越しにあたりを見回すと、騎士たちが誘拐犯のボスをはじめ手下たちを縄で縛りあげている。

　そこへ、レイヴィスが駆け寄ってきた。

「副長、無茶しないでくださいよう。僕、待っててくださいって言いましたよね？」

　腰に手を当て唇を尖らせたレイヴィスが続ける。

「ひとりで全員を打ちのめしたのはすごいですよ？　でも危ないところだったじゃないですか」

　ははっと乾いた笑いを漏らして立ち上がろうとしたアルノルトの体が、大きく傾いだ。

　慌ててレイヴィスと共に支える。アルノルトは額にびっしりと冷や汗をかき、真っ青な顔をしている。

「アルノルト様!?」

　どうしよう。わたしのせいで……。

「お医者様に診てもらいましょう。おっと、その前に……」

　レイヴィスが鍵の束を取り出した。

「さっき誘拐犯のボスらしき男から押収したんです」

　鉄の足枷を外してもらい、ようやく自由に動けるようになった。

　アルノルトを背負って小走りで馬車へと向かうレイヴィスを追い、わたしも一緒に馬車に乗り込む。

　テイラー公爵家へ向かう途中、意識が朦朧とする中でアルノルトがわたしを呼んだ。

「エミィ……」

「はい、アルノルト様。ここにいます」

　手を握って答えると、うっすらと開けたアイスブルーの目がわたしの姿をとらえた。

「泣くな。大丈夫だから」

「ちっとも大丈夫じゃないです！」

　オロオロするわたしの背中を、レイヴィスが優しく撫でて励ましてくれる。

「大丈夫ですよ、副長はこんなことじゃ死にませんから！」

「……レイヴィス」

　アルノルトの声がやけに低い。

「後で殺す」

　そう言い残してアルノルトが目を閉じる。

「ええっ!?　ちょっ、副長！」

　レイヴィスが大声を出してもアルノルトは目を開けなかったが、呼吸も胸の動きも規則的で、ただ眠っているように見えた。

　車中、レイヴィスがどうして誘拐犯たちのアジトがすぐにわかったかを話してくれた。

　騎士団で朝からいざこざがあったらしく、離縁状を神殿に提出しに行けなかったことも。

「応援を呼んで戻ってみたら、柱に氷漬けにされてる男しかいなくて、副長がひとりで乗り込んでいったと悟ったんです。ほんっとにもう、奥様のこととなると、すぐこれだから」

　レイヴィスが呆れている。

　公爵邸へ駆けつけた侍医にも呆れられた。

「たったひとりで手練れのゴロツキ十五人を相手にしたのでしょう？　さらには、酒瓶で頭を殴られた後に、燃えて崩れ落ちた小屋から身を守るために強力な氷壁を作って鎮火まで維持し続けた？　そりゃ体力が枯渇して倒れるのも当然ですよ」

　アルノルトの治療は、擦り傷に軟膏を塗ってもらっただけで終わった。

　後頭部の傷はただのこぶで済んだらしい。どうやら本人の言っていた通りで、かなりの石頭のようだ。

「本人が目覚めるまで、ゆっくり休ませてあげてください」

　侍医と入れ替わりに、レイヴィスが部屋に入ってくる。

「あの、サンドラ様はいらっしゃらないんですか？」

　これまでの彼女なら、アルノルトがこんなことになれば一目散に駆けつけて、わたしをなじってもおかしくない。

「あー……サンドラ様は、来ないと思います」

　いつも歯切れのいいレイヴィスにしては珍しく、首の後ろに手を当てて言いにくそうにしている。

　なにかあったんだろうか。

　たとえひどいことを言われようとも、いつもの癒しの力でアルノルトを回復させてくれる方を優先したいところなのに……。

　レイヴィスが声を潜める。

「近いうちに公になると思いますが、実はサンドラ様は癒しの力を失ったんです」

　――――!?

　どういうことかわからず、言葉が出ない。

　そんなわたしの様子に苦笑して、レイヴィスが説明してくれた。

「副長が頭を強打して倒れたあの日、サンドラ様は医務室で介抱するふりをして禁術を使ったらしいんです。で、その禁術を使った者は、力を失うとかなんとか？　ちょっとここは僕もよくわからないんですけどね」

　禁術――それは初耳だ。

「ここのところ副長の様子がおかしかったのは、そのせいみたいですね」

「サンドラ様がアルノルト様に対して、妙な術をかけていたということでしょうか？」

　レイヴィスが頷く。

「さすが奥様、いつも呑み込みが早くて助かります」

　でも、なんのために？

　アルノルトがわたしに愛の言葉を囁く状況など、サンドラが望むはずはない。

「ここだけの話、サンドラ様を迎えに来たハーパー公爵も、うちの団長に育て方を間違ったんじゃないかって言われて反省するどころかキレてたって話ですから、親子で救いようがないっていうか、自業自得ですよう」

　よくわからないことだらけで首を傾げていると、レイヴィスは、

「詳しいことは、副長に聞いてくださいね！」

　と言い残して帰っていった。

　アルノルトが目を覚ますまで、今夜はこのまま付き添うことにしてベッドの横で過ごした。

　時折、なにかを探すように伸ばされる手を握ると、アルノルトはまた安心したように規則的な寝息を立てる。それを繰り返しているうちに、いつの間にかわたしも眠ってしまった。






　大きな手で頭を撫でられている感触で目が覚めた。

　目を開けた時、自分がどこにいてどういう状況なのかわからずしばらくボーっとしていた。ゆっくり顔を上げたら至近距離に麗しいアルノルトの顔があって、驚いて飛び退く。

　付き添っているうちに寝てしまったのね！

「お、お、おはようございます!?」

　起き抜けにやめてほしい。心臓に悪い。

「おはよう、エミィ」

　肩を揺らして笑うアルノルトが上半身をベッドから起こした。顔色もいい。

「元気になってよかった……」

　ホッと息をつくと同時に、また涙腺が緩む。

「おいで」

　両腕を広げたアルノルトの胸に、遠慮なく飛び込んだ。

「アルノルト様、ありがとうございました。助けていただいたお礼も言えないままで……もう、あんな無茶はやめてください」

「大丈夫だ。これからも愛するエミィが危険な目に遭っていたら、絶対に助けてみせる」

　アルノルトに優しく背中を撫でられているうちに、大事なことに気付いた。

　また別人格になってない!?

　おそるおそる顔を上げる。

「アルノルト様？」

「ん？　なんだエミィ」

「わたしのこと、好きですか？」

　アルノルトが深く微笑む。

「どうした、おねだりが上手くなったな。愛してるよ、エミィ」

　どうしたは、こっちの台詞ですっ！

　頭を殴られたせいでまた別人格が現れたんだろうか。でも昨夜レイヴィスは、禁術がどうとか言っていたはずだ。

「まさかわたし、寝ている間にアルノルト様に禁術を!?」

　いや、まさか。

　だって禁術の内容も使い方も知らないのに、できるはずがない。

「ああ、説明しないとな」

　ため息をついたアルノルトは、わたしをベッドの端に座らせて静かに語りはじめた。

「エミィは当事者だから詳しく話すけど、これは決して口外しないように頼む。サンドラはどうやら大きな勘違いをしていたようなんだ。俺がサンドラを女性として慕っていると」

「違うんですか？　だってサンドラ様と再婚される予定でしたよね」

　たちまちアルノルトの顔が不機嫌そうに歪む。

「どうしてみんな、そう言うんだ。俺は一度たりともそんなことは言っていないし、その噂を肯定もしていないのに」

　ええっ！　違うの!?

　言われてみればたしかに、アルノルト本人の口からは一度もそんなことは聞いていなかったような気がする。

「俺にとって彼女は、ただの幼馴染で家族みたいなものだ。女性として見たことは一度もない」

「そのわりに、随分とベタベタしていたような気がしますが？」

　どうしてはっきり拒絶しなかったのか。そこに問題があると思う。

「申し訳なかった」

　アルノルトが眉尻を下げる。そしてその理由を説明してくれた。

　癒しの石を最大限効果的に使うためには、ゆるぎない自信と強いメンタルが求められる。ハーパー公爵は、自分の能力があまり高くないことにコンプレックスを持っていて、娘のサンドラをうんと甘やかして育てた。幼いうちから見せる彼女のプライドの高さに、偉大な聖女になる器があると思ったのだろう。

　サンドラをわがまま放題に育てる一方で、周囲には、

「あの子を拒絶したり傷つけたりするような言動はやめてくれ」

　と、口を酸っぱくして言い続けていたようだ。もちろん、彼女の幼馴染であるアルノルトにも。

　だから、サンドラの言動に皆一様に眉を顰ひそめつつも、実際に彼女が力のある聖女であることから、誰も苦言を呈することができなかったらしい。

　彼女が、ゆるぎない自信と強いメンタルを兼ね備えていたのは間違いない。ただ、方向性が違っていたといったところだろうか。

　サンドラは、自分こそがアルノルトに愛される女性だと信じ切っていたのだろう。

「自分の気持ちばかり押し付けて結婚を急いだせいで、最初からエミィに拒絶されていると思っていたから、言い訳じみた説明は不要だと思っていた。申し訳ないと思っている」

　アルノルトが目を伏せる。

　ここまでは納得した。しかしまだ肝心のことを聞いていない。

「それで、サンドラ様が禁術を使った目的は、なんだったのですか？」

　アルノルトがしばし口をつぐむ。しかも、心なしか耳が赤くなった気がする。

「……人間の本心を暴く術だ。わかりやすく言えば、自白剤をのまされたような状態になる」

　えっと……つまり？

　わたしの考えがまとまらないうちに、アルノルトがまるでそれを阻害するように早口で続ける。

「癒しの石の高い能力を持っている者にだけ使える秘術だが、その術が切れたと同時に力を失う。人の精神に作用する術は、それぐらい大きな代償を払わないといけないということだ。だからよほどのことがない限り使ってはならない禁術だ。かつては国家転覆を企てる悪人の本心を暴くために、力を失う覚悟でその術を使った聖女もいたらしい」

「その禁術をアルノルト様に？」

　アルノルトがこくりと頷く。

「俺があの日、気を失って倒れた時にチャンスだと思ったと言っていた」

　アルノルトの離婚が成立したら、すぐにでも自分が妻の座に収まりたい。しかしこれまでもグズグズして気持ちを伝えてくれなかった人だから、禁術を使って言わせてしまおう。どうせ結婚したら聖女は辞めるつもりだったから、もう力を失っても構わない。それでも癒しの力は子供に継承されるのだから――アルノルトに愛されていると信じて疑わなかったサンドラの浅慮が招いたことだったとは……。

「その禁術の効果が三日間続いた後、昨日の朝には切れたということですね？　つまり、あの時わたしに言っていたことは……」

「つまり、そういうことだ。昨日は自分の変わりようについていけなくて混乱していたが、理由がわかって納得した」

　アルノルトが、赤く染まった顔を拗ねたようにプイっと横に向ける。

　全部、本心だったってこと!?

「わたし、相思相愛のアルノルト様とサンドラ様の邪魔をしているのだとばかり思っていました。だから早く離婚しようって……」

　すると、アルノルトが慌てた様子でわたしの手を握った。

「俺のほうも、嫌われていると勘違いしていた。でも、あの時言ったことが本心だったとわかっただろう？　一目惚れだったのも、離婚したくないのも、やり直そうと言ったこともすべて」

　あの時、おかしいおかしいと言うわたしとレイヴィスに対して、アルノルトが「いまの俺はいたって正常だ」と主張していた姿を思い出して、笑いが漏れる。

　いまならわたしも素直に言える。

「わたしも闘技大会で一目見た時から、ずっとアルノルト様のことをお慕いしていました」

　アルノルトが目を見開き数秒息を止めた後、大輪の花が綻ぶように笑った。

「これからはもっと素直になろう。エミィ、愛してる」

　笑顔で見つめ合ったわたしたちは、くすくす笑いながら額をくっつけ、自然と唇を重ねたのだった。
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「いいんですか？　こんなにのんびり休暇を取っていて」

「新婚旅行の代わりだと思えばいい」

　わたしとアルノルトがマクロード領の温泉で過ごすようになって一週間が過ぎた。

　一旦アルノルトが止めてくれたあの熱湯は、いまでは定時に噴出している。

　その熱湯に水を混ぜて適温にしたお湯に浸かるだけで、古傷が治ったり長年悩まされていた原因不明の体調不良が改善したりと、いいこと尽くしらしい。

　たしかにわたしの肌もツルツルだ。

　それが評判となり、このお湯の効能にあやかりたい人たちがひっきりなしに訪れている。

　わたしたちがマクロード領に来たのは、アルノルトが侍医から外出許可を得た翌日だった。

　先日オープンしたばかりという温泉宿場の、専用風呂付の一棟を借りているのだが、マクロード男爵はホクホク顔で何日泊まり続けてもいいと言ってくれている。

　一応、枯渇した体力を温泉療養で回復させるためという名目ならある。しかし、とっくに元気になっている様子なのに帰ろうとしないアルノルトだ。

「もう帰りたくない。エミィとずっと、こうしていたい」

　ソファで隣に座るアルノルトが、わたしの肩に頭を乗せてくる。

　屋敷にほとんどいないほどの仕事人間だったのが信じられない。いまごろレイヴィスが、山積みの書類と格闘しながら悲鳴をあげているんじゃないだろうか。

「レイヴィス様が困っていると思いますよ？」

「ふんっ、あいつは俺が倒れた時に、どさくさに紛れてエミィの背中を撫でまわしていただろう。だからせいぜい困らせてやればいい」

　大人げない発言に笑ってしまう。

　お互いに素直になんでも話そうと約束して再出発した。

　しかし「氷の公爵様」の呼称を体現しているとまで言われていた冷静なアルノルトが、ここまで独占欲強めに溺愛してくれるとは想像もしていなかった。

「普段のアルノルト様も素敵ですけど、騎士服姿のアルノルト様もとてもカッコよくて、大好きなのに」

　屋敷ではセバスチャンが、アルノルトの荷物を再び運び入れて、主の帰りを待っているはずだ。

　アルノルトがシャキッと体を起こす。

「そうか！　ではエミィにまたカッコいい俺を見せなければならないな。温泉探しのほうはどうだ？」

　ここに滞在中、わたしは水と熱湯の区別をつけられるように、マクロード男爵の許可を得て毎日水脈探しの訓練をしている。

　なにか違うと思ったあの違和感を、もっと具体的な感覚として捉えるための訓練だ。

「あと三日もあれば、確かな感覚が掴めるようになると思います」

「では三日後に帰館だな。また旅行しよう」

「はい」

　優しく抱きしめられて、幸せで胸がいっぱいになった。






　ちなみにサンドラはというと、禁術については箝口令が敷かれたものの、癒しの力を失った話は瞬く間に広まった。しかもその件に関して、どうやら彼女とハーパー公爵に過失があるらしいということも。

　彼女はいま、両親と共に領地でひっそり暮らしているようだ。

　しかし癒しの石の継承のため、近い将来、本意であろうとなかろうと誰かと結婚して子を儲けることになるだろう。

















エピローグ












　半年後。






　気分がすぐれないわたしは、ベッドで横になる日が続いている。

「エミィ、ただいま」

　心配症のアルノルトが早めに帰邸してきた。

「相変わらず顔色が良くないな。今日、医者に診てもらったんだろう？」

　いたわるように髪を優しく撫でる大きな手に、頬をすり寄せる。

「しばらく具合の悪い日が続くようです」

　アイスブルーの瞳が不安げに揺れた。

「そんなに悪い病気なのか……」

「ふふっ、違いますよ。お腹に赤ちゃんがいるんです」

　薄々そうじゃないかと気付いていたが、アルノルトに言うのは侍医に診てもらって確定してからと思っていた。

　しばらく無言で固まったアルノルトが、今度はわたしの顔とまだぺたんこのお腹にせわしなく視線を行き来させる。

「エミィ、嬉しすぎる。どうしよう」

　いつもは綺麗な顔がクシャクシャだ。

「これでやっと公爵位が継げますね」

「そんなことはどうだっていい！　それよりも、寝室を一階に移した方がいいな。階段が危ないだろう？」

　いいえ、それぐらい大丈夫です。

「性別はどっちだろう？」

　気が早すぎます！

「娘だったらある日突然、男にプロポーズされて連れていかれるかもしれない。許せん」

　それ、あなたのことですよね？

「息子だったら……いや、待て。子供はひとりとは限らないな。これから何人も生まれることを考えると、この屋敷では手狭だな」

　アルノルトが飛躍した独り言をブツブツ呟きながら、部屋の中をウロウロ歩き回っている。

　わたしの一番の関心事項は、聖石の能力の継承に関することだ。お腹にいるこの子は、どの石の力を受け継いでいるだろう。

　しかし以前のような不安はない。マクロード領での温泉事業の大成功により、やっと水の石の使い手が重宝される時代が到来したのだ。父と兄のもとには、温泉探しの依頼がひっきりなしにあるらしい。それで得た報酬で、ローレンス領も潤うに違いない。

　だから大丈夫。どの石を継承していても問題ないから楽しみだ。

「よし、父上にも相談して、もっと広い屋敷を買うとしよう」

　アルノルトがポンと手を叩いて満足げに笑う。

　ある程度は予想していたけれど、ここまでとは先が思いやられる。

　ドアの横に控えるセバスチャンに苦笑してみせると、彼も笑みを深くして恭しく一礼した。






　その後、アルノルトは順調にキャリアを積み、めでたく騎士団長となった。

　もう彼のことを「氷の公爵様」と呼ぶ者はほとんどいない。現在のアルノルト・テイラー公爵の二つ名は「子だくさんの団長様」だ。
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